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管 内 の 概 況 
◎令和６年度 市町別学校等一覧 

№ 市・町 
小学校 中学校 

幼稚園等 公民館等 図書館 
本校 分校 本校 分校 

１ 白 石 市 １０ １ ５ １ ２ ９ １ 

２ 角 田 市 ５ ０ ２ ０ ０ ９ １ 

３ 蔵 王 町 ５ ０ ３ ０ ３ ５ １ 

４ 七ヶ宿町 １ ０ １ ０ ０ ９ ０ 

５ 大河原町 ３ ０ ２ ０ ０ ２ １ 

６ 村 田 町 ２ ０ ２ ０ １ ７ ０ 

７ 柴 田 町 ６ ０ ３ ０ ０ ６ １ 

８ 川 崎 町 ３ ０ ２ ０ ２ ９ １ 

９ 丸 森 町 ２ ０ １ ０ ０ ０ １ 

計 ３７ １ 

※休校４

含まない 

２１ １ ８ 

※休園２

含む 

５６ ７ 

 

 

◎管内小学校・中学校分布図 
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＜小学校＞ ＜中学校＞
TEL FAX TEL FAX

1 白石一小 25-3259 24-2686 989-0259 字半沢屋敷前2-2 1 白 石 中 25-3363 25-3386989-0248 南町一丁目2-79

2 白石二小 24-2676 25-3578 989-0226 字白石沖29 福 岡 中 25-3357 25-3508989-0232 福岡長袋字山ノ下25

3 越 河 小 28-2008 28-2048 989-0113 越河字丑山下44 病院分校 22-6966 22-6967989-0231 福岡蔵本字下原沖36
(公立刈田綜合病院内)

4 大 平 小 25-3709 25-3745 989-0217大平森合字権現山1 3 小　原　中 29-2027 29-2057 989-0233小原字伊勢原道上1

5 大鷹沢小 25-3714 25-4052 989-0213 大鷹沢三沢字五丁目24-1 4 東 中 25-5575 25-5623989-0213 大鷹沢三沢字熊野堂6-3

6 白 川 小 27-2103 27-2104 989-1102 白川津田字大淵30 5 白石南中 28-2013 28-2016989-0112 越河平字平合23-1

福 岡 小 25-3359 25-1422 989-0231 福岡蔵本字陣場1 63-1141

病院分校 22-6966 22-6967 989-0231 福岡蔵本字下原沖36
(公立刈田綜合病院内)

63-1142

7 北角田中 68-2323 68-3384981-1521 江尻字前原50

8 円 田 中 33-2028 22-7016989-0831 大字平沢字伊原沢下23

・長峰分校　989-0231　蔵本字長峰14 9 宮 中 32-2304 22-8022989-0701宮字馬飼16

深 谷 小 25-3536 25-3509 989-0731福岡深谷字松田23 10 遠刈田中 34-2203 35-3139989-0916 遠刈田温泉字小妻坂山16

( 休 校 ) 七 11 七 ヶ 宿 中 37-2360 37-2387989-0529 字瀬見原1

9 小　原　小 29-2026 29-2057 989-0233小原字伊勢原道上1 12 大河原中 52-3501 52-3502989-1247字東１番地

10 白石南小 28-2013 28-2016 989-0112越河平字平合23-1 13 金 ケ 瀬中 53-1369 51-1076989-1224 金ケ瀬字原74

63-1144 14 村田一中 83-2104 83-5865989-1305 大字村田字七小路92

63-1145 15 村田二中 83-2428 83-5211989-1321 大字沼辺字二丁町32

12 桜 小 63-1150 63-0346 981-1522 佐倉字小山78-1 16 船 岡 中 55-1162 55-5444989-1606 大字船岡字七作26

13 北 郷 小 68-2345 68-3548 981-1524 岡字阿弥陀入11-2 17 槻 木 中 56-1331 56-4267989-1757槻木東二丁目3-1

14 横 倉 小 63-1146 63-0329 981-1512 横倉字杉の堂7 18 船 迫 中 54-1225 54-1226989-1622 西船迫四丁目1-2

15 金 津 小 63-1143 63-0341 981-1502 尾山字荒町125-1 19 川 崎 中 84-2029 85-1695989-1501 大字前川字伊勢原12

16 円 田 小 33-2036 33-2596 989-0821 大字円田字堀の内28 20 富 岡 中 86-2007 82-8922989-1507大字支倉字落田郷山8-3

17 平 沢 小 33-2024 33-2538 989-0831 大字平沢字台屋敷62 72-2144

18 永 野 小 33-2014 33-2593 989-0821 大字円田字北浦16 72-2145

19 宮 小 32-2004 32-2008 989-0701宮字井戸井33

20 遠刈田小 34-2104 34-2163 989-0916 遠刈田温泉字小妻坂山25

七 21 七 ヶ 宿 小 37-2320 37-2326 989-0525 字利津保16-1

22 大河原小 52-3401 52-3402 989-1241 字町100

23 金 ケ 瀬小 53-1366 53-4246 989-1224 金ケ瀬字居掛21 ＜幼稚園等＞

24
大 河 原 南

小
53-4220 53-4223 989-1201 大谷字鷺沼入27-1 TEL FAX

25 村 田 小 83-2049 83-2136 989-1305 大字村田字迫6

26 村田二小 52-5922 52-6550 989-1321 大字沼辺字籠田72 1 第 一 幼 26-2347 26-2481989-0257字亘理町38-1

27 船 岡 小 55-1064 55-5185 989-1604 船岡東一丁目2-60 ( 休 園 )

28 槻 木 小 56-1029 56-4617 989-1758槻木駅西二丁目14-1 2 第 二 幼 25-6326 25-6421989-0248 南町二丁目2-1

29 柴 田 小 56-1430 56-1618 989-1761大字葉坂字鍛冶内30 3 永 野 幼 33-3579 33-3621989-0842 大字塩沢字上野29-23

30 船 迫 小 55-5394 55-1262 989-1622 西船迫三丁目1-3 4 蔵王町認定こども園 22-8380 22-8381989-0701宮字明神前55

31 西 住 小 53-3227 52-0615 989-1606 大字船岡字大住町16-1 5 遠刈田幼 34-4257 34-4260989-0916 遠刈田温泉字遠刈田北山21-1

32 東船岡小 55-1811 55-2515 989-1611 大字上名生字下中川93-1
村

田 6 村 田 幼 83-2341 83-2341989-1305 大字村田字北塩内41

33 川 崎 小 84-2004 84-4352 989-1501 大字前川字舘山西5-1 7 かわさきこども園 84-5247 84-6838989-1501 大字前川字伊勢原27

34 川崎二小 84-2054 85-1415 989-1502 大字今宿字町尻1 8 富 岡 幼 86-2661 86-2661989-1507大字支倉字落田郷山8-3

35 富 岡 小 86-2003 82-8010 989-1507大字支倉字川向49-5 ( 休 園 )

72-2140

72-2141

37 舘矢間小 72-2148 72-2169 981-2102 舘矢間舘山字玉川29-1

21 丸　森　中 72-1516981-2167字田町南24番地2
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蔵

王

町

川
崎
町

柴

田

町

村
田
町

大
河
原
町

丸
森
町

川
崎
町

丸
森
町

柴
田
町

川
崎
町

市
町

幼稚園
こども園名

番
号 (市外局番0224)

蔵
王
町

白
石
市

郵便番号 所在地

令和６年度　大河原教育事務所管内公立幼稚園・こども園、小・中学校一覧

2

市
町

番
号

学校名 郵便番号 学校所在地
(市外局番0224)

角　田　中 63-0354981-1505 角田字牛舘1-2

市
町

番
号

学校名

・不忘分校　989-0733　八宮字不忘107

8
・三住分校　989-0731　福岡深谷字三住70-3

・八宮分校　989-0733　八宮坂ノ上14-16

7
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Ⅰ 学 校 教 育 の 重 点 
 

１ 生きる力の育成 
◆ 豊かな心の育成 
○ 特別の教科 道徳（道徳科）を要とした道徳教育の充実 
○ 挨拶や言葉遣いなどの基本的な生活習慣の確立 
○ 全ての児童生徒が豊かな学校生活を送り、多様な価値観を理解しながら互いに尊重し合い、安心して教
育を受けられる魅力ある学校づくりの推進 

○ 集団宿泊活動、職場体験活動、ボランティア活動、自然体験活動等、児童生徒の心に響く体験活動の充
実 

◆ 健やかな体の育成 
○  体力・運動能力の向上と生涯スポーツの基礎を培う体育の充実 
○ 心身ともに健康で安全に生活できるための保健教育の充実 
○ 家庭及び地域との連携を図った食育の推進 

◆ 確かな学力の育成 
○ 基礎的・基本的な知識及び技能の確実な習得と、思考力・判断力・表現力等を育てる学習の充実 
○ 学ぶ意欲を高め、分かる喜びとできる楽しさを味わわせる授業の充実 
○ 「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善 
○ ICT機器の活用や指導方法、指導体制の工夫改善など、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な指導の

充実 
○ 適切な評価規準・評価方法を設定し、指導と評価の一体化を図る授業づくり 
○ 小・中学校の連携及び学校と家庭との連携を図った学習習慣の確立        

 

２ 志教育の推進 

○ 人や社会と関わる中で社会性や勤労観を養い、自らのよりよい生き方を主体的に探求する態度の育成 

○ 将来への夢と志の実現に向けた、児童生徒の学ぶ意欲と態度の育成 

 

３ 学ぶ土台づくりの推進 

○ 幼児期における豊かな心情や学ぼうとする意欲、健全な生活を送る態度を身に付けるための幼児教育の

充実 

○ 保育所・幼稚園等から小学校への円滑な接続のための保幼小連携の推進 

 

４ 特別支援教育の充実 

○ 障害のある子供などの教育的ニーズや障害の程度による個に応じた支援の充実 

○ 障害のある子供と障害のない子供との交流及び共同学習の推進 

 

５ 安全教育・防災教育の推進 

○ 自ら危険を予測し回避する力及び地域の安全に貢献する心を育む安全教育の推進 

○ 「みやぎ防災教育副読本『未来への絆』」等を活用した計画的・継続的な防災教育の推進 

○  地域、関係諸機関と連携した安全体制と学校防災体制の強化 

 

 

 

 

 

 

 

７ 開かれた学校づくりの推進 

○ 保護者や地域への教育目標、教育方針等の積極的な説明と教育活動の公開 

○  PDCAサイクルを生かした、実効性のある学校評価システムの構築 

○  地域の人材活用や社会教育施設との連携など地域社会と結び付いた教育の展開 

 

８ 教職員の研修の充実 

○ 教育目標の具現を目指す、組織的・計画的な研修の推進 

○ いじめ・不登校等児童生徒の課題に対応する研修の充実と校内体制の構築 

  ○ 教職員一人一人の自己研鑽による教育専門職としての資質・力量の一層の向上 

６ 社会全体で子供を支援する体制の充実 
○ 全ての児童生徒が豊かな学校生活を送り、安心して教育を受けられる魅力ある・行きたくなる学校づく
りの推進 

○ 家庭や地域社会、民間団体を含む関係機関等との連携による「どこにいても、誰かとつながっている」
教育相談体制の充実 
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Ⅱ 学校教育の努力点 
 

１ 各教科等 

 

（１）各教科               

① 各学校においては、「生きる力」を育む

ため、学習指導要領の趣旨を踏まえた教

育課程の編成及びその円滑な実施に努め

る。 

 ② 児童生徒が、基礎的・基本的な知識及

び技能を確実に身に付けることができる

よう、学校の実態に応じて指導方法や指

導体制の工夫改善に努める。 

 ③ 児童生徒が自ら課題意識を持って学習

に取り組めるよう、主体的・対話的で深

い学びのある授業づくりに努める。 

 ④ 思考力、判断力、表現力等を育むため

に、習得、活用、探究相互の関連に配慮

したカリキュラム編成と授業改善を一層

進めるとともに、これらの学習活動の基

盤となる言語に関する能力を高める学習

活動の充実に努める。 

 ⑤ １人１台端末等の ICT 機器を活用した

「個別最適な学び」と「協働的な学び」

の一体的な充実に向けた授業づくりを行

い、児童生徒が｢分かる喜び｣｢学ぶ楽し

さ｣を実感できるよう指導方法の工夫改

善を図る。  

 ⑥ 単元や題材の目標や学習活動に沿った

具体的な評価規準を一層吟味するととも

に、適切な評価方法の工夫改善に努め、

児童生徒の自己評価・相互評価を活用し

て学習評価を行い、指導と評価の一体化

に努める。 

 ⑦ ICT や学校図書館等が児童生徒の主体

的な学習を支える大切な学習環境である

との認識に立ち、積極的な活用を図ると

ともに、情報モラル教育を推進する。 

 ⑧ 「子供の学びを支援する５つの提言～

自立した学習者の育成を目指して～」の

趣旨を単元等の授業デザインに取り入れ

るなど、実践化に努める。 

 ⑨ 授業と家庭学習の関連を図りながら、

「家庭学習の手引き」等を活用した児童

生徒の主体的な学習習慣の形成と家庭学

習の充実に努める。 

 

（２）特別の教科 道徳（道徳科）               

 ① 道徳教育を推進するに当たっては、校

長の明確な方針の下、道徳教育推進教師

を中心とした指導体制を整え、全教職員

が協力して道徳教育を展開するよう努め

る。 

  ② 全体計画の作成に当たっては、学校教

育目標の具現化に向けて、児童生徒、学

校及び地域の実態を考慮した指導内容の

重点化を図り、各学校の特色が生かされ

るよう創意工夫する。 

③ 全体計画には、学校の教育活動全体を

通して行う道徳教育の指導内容及び時

期、並びに家庭や地域社会との連携の方

法を一覧にしたものを別葉として作成す

るなどし、活用に努めるとともに、常に

修正を加えるようにする。 

 ④ 年間指導計画の作成に当たっては、全

体計画に示した学校の特色や道徳教育の

重点目標を反映した計画となるよう内容

項目の配列や配当時数に配慮し、組織的・

計画的に指導できるようにする。    

 ⑤ 道徳教育の要となる道徳科の指導にお

いては、その特質を踏まえ、一人一人の

児童生徒が道徳的課題を自分自身との関

わりで、多面的・多角的な考え方ができ

るような授業改善に努める。 

 ⑥ 道徳科の授業の公開や家庭及び地域と

の連携を図るとともに、地域教材として

「みやぎの先人集『未来への架け橋』（第

１集・第２集・DVD 資料）」の積極的な活

用に努める。 

 ⑦ いじめ問題や情報モラル等、現代的な

課題の扱いに留意し、これらの課題解決

に主体的に関わろうとする意欲や態度を

育てるよう努める。 

 ⑧ 道徳科の評価に当たっては、組織的・
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計画的に行うよう努めるとともに、児童

生徒がいかに成長したかを積極的に認め

励ます個人内評価として見取り、記述に

より表現する。 

 

（３）外国語活動             

①  指導計画の作成に当たっては、児童や

地域の実態に応じて、学年ごとの目標を

適切に定め、２学年を通じて「コミュニ

ケーションを図る素地となる資質・能力

を育成すること」の実現を図るように配

慮する。児童にとって身近で具体的なコ

ミュニケーションの場面を設定し、ALT

など異なる文化を持つ人々との交流の機

会を設けるなど、言語や文化について体

験を通して理解が深められるようにす

る。    

 ② 高学年や中学校との情報交換や交流、

連携したカリキュラム作成等、円滑な接

続のための体制づくりを進める。 

 ③ 積極的に外国語を聞いたり、話したり

することで、様々な相手と互いの思いを

伝え合い、コミュニケーションにおける

見方・考え方を働かせながら言語活動に

楽しく取り組めるよう、ネイティブスピ

ーカーや地域の人材、ICT 機器を効果的

に活用するなど、指導の工夫改善を図る。

また、文部科学省より配布されている生

徒用デジタル教材の活用を図り、授業力

の向上に努める。 

 ④ 評価については、学習指導要領の目標

及び具体的な活動等に沿って評価の観点

を設定し、観察、自己評価や相互評価等、

様々な方法で総合的に評価する。 

  ⑤ 指導要録の取扱いについては、数値で

評価することはせず、児童にどのような

力が付いたのか、学習状況の顕著な事項

について文章で記入する。 

  

（４）総合的な学習の時間         

① 学校教育目標を踏まえた上で、総合的

な学習の時間の目標を設定し、育てよう

とする資質や能力、及び態度を明確にし、

その実現に適した内容を基に全体計画や

年間指導計画を作成する。その際、学年

間や小・中学校間における系統性に留意

する。 

 ② 単元計画の中で、児童生徒の学習活動

が「課題の設定」「情報の収集」「整理・

分析」「まとめ・表現」と探究的に進んで

いくよう留意する。また、主体的な学習

となるよう学習形態や指導体制を工夫し

たり、地域の方々の協力を得たりしなが

ら豊かな学習活動の展開に努める。 

 ③ 評価については、指導と評価の一体化

を推進するために３観点で行い、期待さ

れる具体的な学習の姿を明らかにして評

価していくようにする。またワークシー

トや作文、教師の観察、児童生徒の自己

評価や相互評価等、様々な方法で児童生

徒一人一人の学習の成果や意欲・態度、

進歩の状況などを総合的に評価するよう

努める。 

 

（５）特別活動              

① 「集団活動」と「実践的な活動」とい

う特別活動の特質を踏まえ、様々な集団

活動に自主的、実践的に取り組み、互い

のよさや可能性を発揮しながら、集団や

自己の生活上の課題を解決することがで

きるようにする。  

 ② 全体指導計画作成の際には、求められ

る資質・能力の三つの柱に沿って作成す

ることが大切である。また、児童生徒、

地域、学校の実態を考慮し、各教科、道

徳科、総合的な学習の時間、生徒指導等

との関連を図った全体計画を作成する。 

③ 特別活動全体を通して、自治的能力や

主権者として参画する力を育てる。その

ために課題の見い出し、合意形成、実践、

自己の課題解決、意思決定を重視する。 

 ④ 望ましい人間関係を築く力や社会性の

育成を図るため、関わる力を高める体験

活動や生活を改善する話合い活動、異年

齢活動等において、更に工夫改善を行う。 

 ⑤ 特別活動を要としつつ各教科の特質に

応じてキャリア教育の充実を図るため、

学校・家庭及び地域における学習で学ん
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だことを、キャリア・パスポート（平成

31 年３月 29 日付け例示資料）に蓄積す

ること、及び小・中・高等学校で引き継

ぐこと（令和３年２月 29 日付け「キャリ

ア・パスポート」の学年・校種間の引き

継ぎについて）が求められている。キャ

リア・パスポートは、志シートを含め、

育てたい子供像から重点的な取組につい

ての記録を蓄積するものとする。 

⑥ 評価については、内容のまとまりごと

の評価規準が求められる。各活動・学校

行事について具体的な評価の観点を設定

するとともに、振り返り活動を重視し、

児童生徒の自己評価能力を高める。また、

活動の結果だけでなく、活動の過程につ

いての評価を大切にし、担任以外の教師

とも共通理解を図って適切に評価できる

ようにする。 

 

２ 各種教育 

 

（１）志教育               

① 志教育が目指す人や社会と関わる中で

社会性や勤労観を養い、集団や社会の中

で果たすべき自己の役割を考えさせなが

ら、将来の社会人としてのよりよい生き

方を主体的に求めさせていくというねら

いの下、各学校において、志教育の「か

かわる」「もとめる」「はたす」の３つの

視点から教育活動を見直す。そのために、

学年の発達の段階と課題に応じてその重

点を明確にした系統性を持った指導計画

の作成と実践に努める。 

 ② 「みやぎの先人集『未来への架け橋』

（第１集・第２集・DVD 資料）」の活用の

在り方を探り、積極的に指導計画に位置

付ける。 

 ③ 小学校では、人や社会と関わる体験活

動を身近なところから徐々に広げ、自分

の役割を積極的に果たそうとする態度を

育みながら、児童の自己有用感を高め、

学習や生活への意欲を向上させる。 

 ④ 中学校では、小学校での取組を踏まえ、

各教科等の学習をはじめとする教育活動

全体を通して、学ぶ意義の認識を深め、

自らの生き方や将来に対する夢を育み志

を高めながら、適切な進路選択や決定に

つなげていく学習活動の充実に努める。

また、体験活動や地域社会に関わる交流

活動等を通して人や社会のために役立と

うとする中で、達成感や満足感、自己有

用感を味わわせ、将来にわたって社会の

中で生きていく力の涵養を図る学習活動

の充実に努める。 

 ⑤ 志教育の推進に当たっては、外部人材

の活用や関係機関との連携を図るととも

に、自校の取組を家庭や地域へ発信する

よう努める。 

 

（２）学ぶ土台づくり           

① 宮城県幼児教育推進指針「みやぎの学

ぶ土台づくり」に基づき、「目指す子供の

姿」とこれを実現するための４つの基本

方向、基本方向ごとの７つの取組につい

て、教職員の理解を深める。 

 ② 幼児教育から小学校教育への円滑な接

続が図られるよう、保育所・幼稚園・認

定こども園等と小学校における幼児と児

童及び職員間の相互交流を図るとともに、

合同研修などを通して保幼小の連携の充

実を図る。 

また、幼児期に遊びを通して得た経験

が、各教科の学習に生かされてつながる

よう、保幼小接続期カリキュラムの整備

と充実に努める。 

 ③ 中学生を対象として子育ての楽しさや

すばらしさを感じることができるよう、 

「親になるための教育」を推進する。ま

た、宮城県版親の学びのプログラム「親

のみちしるべ」や出前講座等を活用しな

がら、親自身の学びや育ちを支援する。 

 

（３）防災教育              

① 「みやぎ防災教育副読本」の活用を各

教科等の年間指導計画に位置付けて、い

かなる災害に遭っても、自分の命を守り、

助け合い、生き抜くことができるよう、

発達の段階に応じて、自ら考え、判断・
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行動し、進んで安全安心な社会づくりに

参画できる力と心を身に付けさせる。 

 ② 管理職及び防災担当者が不在の場合の

責任者及び緊急時の対応、情報の収集・

連絡・共有、応急手当、心のケアなども

学校防災マニュアルに定め、全教職員に

周知徹底する。 

 ③ 各種研修会等を通じて、全教職員の資

質・能力の向上を図ると共に、日頃から

関係者が連携を深め、地域の災害特性を

十分に踏まえた実効的な避難訓練を実施

し、検証と防災マニュアルの見直し・改

善を図る。 

④ 地域学校安全委員会等を設置し、日頃

から関係者が連携を深め、児童生徒等及

び地域の安全確保が円滑に行えるように

する。 

  

（４）心の教育              

① 心の教育の意義、重要性を全教職員で

共通理解し、児童生徒の心の変化や状況

を把握して中長期的視点に立った心のケ

アに努める。 

② 震災の体験を適切に生かし、命の大切

さ、思いやりや感謝の念、人や地域の絆

の重要性、個人と社会のつながりに気付

かせる中で、教科の学習や体験活動との

関連を図った心の教育の充実に努める。 

  ③ 児童生徒の適切な援助希求的態度（悩

みに対処する方法を知り困ったときに大

人や専門機関に相談できるようになるこ

と、周囲にいる人の気掛かりな変化に気

付き大人へつなげるようになること）を

育てるため、「SOS の出し方に関する教育」

を少なくとも年１回は実施するなど積極

的に進める。 

 

（５）学校における体力向上              

① 体力は、全ての活動の基盤となること

から、児童生徒の運動に対する関心や意

欲を喚起し、運動を通じた健康の保持増

進と体力・運動能力の向上に向けた取組

の充実を図る。（体力・運動能力向上セン

ター事業の活用） 

 ② 体育科・保健体育科の時間を通して、

児童生徒が運動の楽しさを味わい、運動

に対する意欲が高まるよう指導するとと

もに、体力向上に向けた取組を行う。 

 ③ 「体力・運動能力調査記録カード」を

積極的に活用し、目標を設定するなど、

体力・運動能力の向上に向けた取組の充

実、意識の向上を図る。 

④ 児童生徒の健康や体力・運動能力の重

要性について、学校便り等を通じて家庭

や地域の人々への啓発を図る。また、児

童生徒の発達の段階に応じて、地域で実

施している運動・スポーツと学校教育活

動との関連を図る。 

⑤ 集合、整頓、列の増減などの行動の仕

方を身に付け、能率的で安全な集団とし

ての行動ができるようにするための指導

については、体育科・保健体育科の時間

における指導を基盤としながら、学校の

教育活動全体を通して指導する。 

 ⑥ 体育施設等について日常的な点検整備

を図り、児童生徒が安心安全に運動やス

ポーツが行える環境を整える。 

 

（６）学校保健              

① 児童生徒の心身の健康の保持増進を期

し、保健教育と保健管理の充実を図るた

め、健康診断、環境衛生検査、保健指導

等に関する指導計画を見直し、整備する。

特に保健教育の推進に当たっては、教育

課程全体を通して教科等横断的な指導を

行う。 

② 基本的な生活習慣の乱れ、心の健康、

性に関する課題、喫煙・飲酒・薬物乱用

に関する問題、生活習慣病、アレルギー

性疾患、感染症、肥満、う歯、視力低下

など児童生徒が直面している健康課題に

ついて、体育科・保健体育科と関連を図

り指導する。特に個別指導を行うに当た

っては、教職員が相互に連携して、健康

相談や日常的な健康観察により児童生徒

等の健康状態の把握に努め、その充実を

図る。 

③ 薬物乱用防止教室については、学校が
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進める薬物乱用防止教育の一環として学

校保健計画に位置付け、地域の実情や児

童生徒の発達の段階を踏まえ、全ての学

校で年１回は必ず実施する。 

 ④ がん教育の実施に当たって、小学校に

おいては健康と生命の大切さについて考

えることができるようにする。中学校で

は、がんについて正しく理解することが

できるようにする。 

⑤ 学校保健委員会等の組織活動の活性化

に努めるとともに、必要に応じて小・中

学校間や地域の関係機関等と連携を図る。 

 

（７）安全教育              

① 児童生徒の安全の確保を図るため、「み

やぎ学校安全基本指針」と「第２次みや

ぎ学校安全推進計画」等に基づき、学校

の施設・設備の安全点検、通学を含めた

学校生活、その他日常生活における安全

に関する指導事項について、学校の実態

に応じた学校安全計画を策定するととも

に、取組を進める。 

 ② 安全教育（児童生徒等が危険を察知し、

自ら安全に行動し、他の人や社会の安全

のために貢献する力と心を育てる）と安

全管理（児童生徒等を取り巻く環境を安

全に整える）の活動を円滑に進めるため

に校内組織を整備し機能性を高めるとと

もに、家庭・地域社会との連携を図る組

織活動の体制を確立する。 

 ③ 三段階の危機管理（日常の危機管理、

発生時の危機管理、発生後の危機管理）

について、管理職及び防災担当者が不在

の場合の責任者及び緊急時の対応、情報

の収集・連絡・共有、応急手当、心のケ

アなどを学校防災マニュアルに定め、見

直し・改善を図りながら全教職員に周知

徹底しておく。 

 ④ 放射線等に関する指導については、地

域、児童生徒の実態や発達の段階に応じ

て、文部科学省発行の副読本等を活用し、

基礎的な性質等の理解を深めるようにす

る。 

 

（８）食に関する指導           

① 生涯にわたって健やかな心身と豊かな

人間性を育んでいくための基礎を培うた

め、児童生徒等や地域の実態に応じた食

に関する指導に係る全体計画及び年間指

導計画の見直し、整備を図るとともに、

全教職員の共通理解の下、教育活動全体

で継続した食育の推進を図る。 

 ② 指導に当たっては、食事の重要性、心

身の健康、食品を選択する能力、感謝の

心、社会性、食文化の６つの視点により、

食を通しての喜びや楽しさ、健康の保持

増進、自ら判断できる力、感謝する気持

ち、人間関係形成能力、尊重する心を養

う。また、学校給食の持つ教育的効果を

引き出すような指導に努める。  

③ 教職員間の連携に努め、栄養教諭等の

専門性を生かしたり、教科等における学

習の内容と関連を図った指導を行ったり

する。 

 ④ 家庭や地域においても食育に対する理

解が進み、食育の取組が推進されるよう

啓発し、学校・家庭・地域が連携した取

組を行うことができるように努める（地

域人材の積極的な活用、地域の産物の活

用や郷土の食文化の伝承等）。 

 ⑤ 学校では、偏食、肥満・やせ傾向、食

物アレルギーのある児童生徒に対し、個

別的な相談が想定されるため、学校全体

で取り組む。対応が必要となる場合は、

安全性を最優先とし保護者との相談や細

やかな調整を行うとともに、給食センタ

ーや市町担当課と十分に連携・検討して

方針を決定し、丁寧な対応に努める。 

⑥ 教育委員会、給食センター、各学校が

「食物アレルギー対応マニュアル」等を

確認し、事故発生時の対応や指導体制を

構築しておくことが必要である。 

 

（９）進路指導              

① 自らの生き方を考え主体的に進路を選

択することができるよう、他教科等との 

 関連を図りながら指導計画を作成する。 

 ② 様々な生き方や進路の選択の可能性に
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ついて理解させ、自らの意見と責任で選

択できるよう指導・支援を工夫する。 

 ③ 自己の進路を主体的に考えられるよう

に学級活動でのガイダンス機能や進路相

談活動に努める。 

④ キャリア・パスポート（志シート等）

を活用し、学校・家庭及び地域における

学習や生活の見通しを立てて学んだこと

を振り返りながら、新たな学習や生活へ

の意欲につなげたり、将来の生き方を考

えたりする活動を充実させる。 

⑤ 進路選択に当たっては、進路指導コー

ナーや進路だより等を活用し、生徒及び

保護者に多様かつ最新の進路情報を積極

的に提供する。 

 

（10）国際理解教育            

① 児童生徒の実態や学校及び地域の実情

を踏まえ、自国及び外国の生活や文化、

習慣に対する理解を深め、国際性を身に

付けさせるなどのねらいの下、体験的な

活動を積極的に取り入れた指導計画を作

成する。 

 ② 外国語活動・外国語や国際交流活動等

の国際理解に資する活動との関連を図り

ながら指導の充実に努める。また、外国

語指導助手や地域に住む外国人との触れ

合いを大切にし、身近なところから他の

国々とのつながりを実感できるようにす

る。さらに、各教科等との関連を図りな

がら国際理解への関心を高めることがで

きるような体験的な活動等を工夫する。 

 ③ 日本語指導が必要な外国人児童生徒等

が学校生活に適応できるよう、文化的背

景を踏まえて家庭や関係機関と連携を図

り、言語指導等の支援に努める。また、

児童生徒が互いに認め、尊重し合えるよ

うな学校環境づくりに配慮する。 

 ④ 校内組織及び研修体制を整備し、教職

員自らも国際化の進展に対応できるよう

研鑽に努める。また、校内における帰国

児童生徒・海外派遣教員等の体験を生か

すなど、国際理解に関する研修の充実を

図る。 

 

 

 

 

 

 

（11）情報教育              

① 将来の予測が難しい社会に対応してい

くことができるよう、１人１台端末やク

ラウド環境等を効果的に活用した学習活

動を充実させ、情報活用能力の育成に努

める。 

② 小学校においては、教育課程全体を見

渡し、プログラミング的思考を育てる授

業実践を積み重ねる。中学校においても

技術・家庭科（技術分野）においてプロ

グラミングに関する内容を充実させる。 

③ 各教科等の特質や学習過程を踏まえ、

１人１台端末やクラウド環境等を最大限

活用し、個別最適な学びと協働的な学び

の一体的な充実を図ることで、主体的・

対話的で深い学びの実現に向けた授業改

善につなげる。 

④ インターネット上での生徒指導の問題

が増加していることから、個人情報の保

護、有害な情報や SNS を介したネットト

ラブル等の未然防止策や対応策について

理解を深めるとともに、保護者への啓発

に努める。 

⑤ 学校 CIO と情報化推進リーダーを中心

として、各校において教育の情報化の推

進体制を整備し情報教育の充実に努める。 

⑥ 校務全般に関わる情報セキュリティ

を高めるため、情報化推進委員会等が中

心となり情報セキュリティの確保などに

十分配慮した校内体制の整備に努めると

ともに、教職員の意識の向上を図る。 

⑦ 情報教育の推進に当たっては、総合教

育センター等を活用し、教員研修の充実

を図る。 

 

（12）環境教育              

① 児童生徒の発達の段階に応じて、自然

体験をはじめ様々な体験活動や探究活

参考（文部科学省ウェブサイト） 

・外国人児童生徒受入れの手引き 

・外国人児童生徒教育研修マニュアル 
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動を通して、環境について重要性と課題

等の理解を深め、持続可能な社会を構築

することの必要性の理解を促す指導を

推進する。 

 

（13）福祉教育             

① 学校の教育活動全体を通して、人間尊

重の精神を基盤とした福祉教育のねらい

である「福祉の心、福祉の理解、福祉の

実践」の調和を図り、実践しようとする

意欲と態度の育成に努める。 

② 家庭や地域との連携を図りながら、発

達の段階に応じた具体的な体験活動を通

して、協力・奉仕する態度や福祉に関す

る問題を解決する実践力を育てられるよ

う、各教科等との関連を大切にした指導

計画の作成に努める。 

 

（14）人権教育               

① 児童生徒の実態や発達の段階を踏まえ、

組織的・系統的に推進するよう、各教科

等との関連を図るとともに、指導方針や

指導内容を明確にした指導計画の作成と

指導の充実に努める。 

  ② 性的マイノリティ等への配慮を含め、

性別にとらわれることなく互いの人権や

個性を尊重し合い、教師と児童生徒、児

童生徒同士の望ましい人間関係づくりな

ど、一人一人を大切にした学年・学級経

営及び生徒指導に努める。 

  ③ 豊かな心情や人権尊重の精神、互いに

よりよく生きようとする「共生の心」を

育成するための教材開発や指導方法の研

修に努める。 

 ④ 感染症に対する誤解や偏見に基づく差

別がないよう、人権に配慮した指導に努

める。 

 

（15）図書館教育             

①「読書センター」「学習センター」「情報

センター」としての機能を果たし、児童

生徒が主体的に読書活動や学習活動を進

められるように、蔵書や資料の整備、読

書環境の充実に努める。 

 ② 司書教諭等を中心に教職員の協力体制

の確立を図り、読書が好きな子供を増や

すとともに、学校図書館が子供の「心の

居場所」となるよう努める。 

③ 児童生徒自身が、目的に応じて本を選

んだり、学習に必要な資料として主体的

に本を活用したりする態度を育成するた

めに、「第５次みやぎ子ども読書推進計画

(令和６年４月)」を踏まえ、公立図書館

等との連携に努め、授業に生かすことが

できるよう読書活動の充実を図る。 

 ④ 図書ボランティア活動など家庭や地域

社会と連携した指導を積極的に推進して

いくことによって、地域に開かれた学校

図書館づくりに努める。 

 

（16）ふるさと教育            

① 幼児や児童生徒の実態や発達の段階を

踏まえ、地域の自然や歴史、文化、社会

等の特色を生かした指導計画の作成及び

改善に努める。 

② 志教育との関連を図りながら、学校の

教育活動全体を通して郷土愛や自然愛の

涵養に努めるとともに、地域学校協働活

動と関連を図るなどし、災害（東日本大

震災や台風による水害等）からの郷土の

復興を目指して努力したり、ふるさとの

発展に寄与したりしようとする心情と態

度を育成する。 

 ③ 地域の自然や歴史、文化、社会等の地

域素材を活用した学習活動を積極的に進

めるとともに、幼児や児童生徒が地域の

人々と関わったり、地域の諸行事に参加

したりするなどの体験的な活動の充実を

図ることによって、郷土に対する愛着が

深まるようにする。 

 

（17）主権者教育等             

① 将来の社会を担う主権者として必要な

基礎的な知識・技能及び態度を段階的・

系統的に身に付けられるよう、学習指導

要領に基づいた指導を着実に行う。 

② 幼稚園等においては、人やものとの関

わりを重視した様々な体験を通して、お
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使いや買い物に興味を持つこと、身の回

りのものを大切にすること、協力するこ

との大切さについて幼児自らが気付き、

考えられるよう指導を工夫する。  

③ 小・中学校においては、児童生徒自ら

が、各教科等の学習を基に生活上の諸問

題を発見・解決したり、諸活動を計画・

運営したりするなど、主体的に社会参画

することの意義や価値を発達の段階に応

じて身に付けられるように指導を工夫す

る。  

④ 社会科や家庭科、技術・家庭科（家庭

分野）等の学習を通して、生活する上で

必要な基礎的な知識を身に付けられるよ

うにする。また、主権者として納税の義

務があることを理解させるために、関係

機関との連携を図り、租税教室等を行う

など工夫しながら指導を進める。 

⑤ 消費者の自立支援などを含めた消費者

の保護や、身近な消費行動と関連を図っ

た物資・サービスや消費者被害等につい

ての理解が深まるよう、副読本の活用や

関係機関との連携を図りながら指導を工

夫する。 

⑥ 成年年齢が 18 歳に引き下げられたこ

とを踏まえた教員の研修機会の充実に努

める。 

 

（18）へき地・分校教育          

 ① 地域の特性と児童生徒の実態を踏まえ、 

学校の教育課題の解決に向けた教育課程

の編成と実施に努める。また、小規模校

の特色を生かし、創意ある教育活動を推

進するとともに、個に応じたきめ細かな

指導を充実させて基礎的・基本的な内容

の確実な定着を図る。 

 ② 学習指導においては、交流学習や合同

学習等を目的に応じて計画的に行い、社

会性や協調性、発表力や表現力等を育て

ていく。また、地域素材の教材化や地域

人材の活用を積極的に図るなど、郷土に

対する児童生徒の興味・関心を高めるよ

うな指導の工夫に努める。 

 ③ 複式学級の指導においては、「一人学び」

と「共学び」を効果的に取り入れるなど

指導の工夫と充実を図る。また、各学年

で身に付けさせるべき学習内容を確実に

指導できるよう、年間指導計画の工夫改

善を図る。特に、Ａ・Ｂ方式で行う場合

には、目標や内容について２年間を見通

した指導計画を作成し、重複や未履修が

ないように十分留意する。 

 ④ 地域の生活様式、風俗、習慣、歴史、

伝統文化、学校への期待等を的確に捉え

るとともに、地域の教育課題を明らかに

し、地域の人々との連携を図りながら地

域に根ざした教育活動の推進に努める。 

  ⑤ へき地以外の複式学級による指導につ

いては、日々の実践や校内研究を通して

得た資料や記録を累積し、その成果や課

題を自校の指導に生かすとともに、へき

地以外の学校にも紹介し、相互の連携を

図った取組がなされるよう努める。 

 

３ 生徒指導  

 

（１）生徒指導主事（主任）やいじめ対策・

不登校支援担当者等を中心として、全教

職員が協力して指導に当たる校内指導体

制の確立に努めるとともに、全ての児童

生徒に対する理解や指導及び支援の方法、

関係機関との連携等に関する研修を深め、

教育活動全体における発達支持的・課題

予防的な生徒指導を計画的に推進する。 

（２）スクールカウンセラーと連携した校内

教育相談体制を整備するとともに、教育

事務所専門カウンセラーやスクールソー

シャルワーカー、各種相談機関等を活用

し、必要に応じた教育相談が一層推進さ

れるよう、保護者及び児童生徒に周知す

る。 

（３）全ての教育活動において、児童生徒の

自己決定を大切にした主体的な学習を展

開するとともに、「分かる授業づくり」に

努める。また、児童会・生徒会活動、縦

割り活動等を生かし、集団としての共感

的な人間関係づくりができるよう、活動

の中で互いに認め合ったり協力したりし
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ながら、自己有用感や自己存在感を味わ

わせる。 

（４）生活習慣の乱れやいじめ、暴力行為等

の問題行動、情報モラルに関わるインタ

ーネット及びスマートフォン等のトラブ

ルに対しては、広く情報を収集するとと

もに、日常から家庭と連携し、問題行動

の未然防止や早期発見・早期対応に努め

る。 

   また、問題行動等が発生した場合には

学校全体で迅速に対処するとともに、児

童生徒の生命・心身を保護する観点から

警察等の関係機関と連携して早期解決を

目指す。（「みやぎ児童生徒サポート制度」

等の活用 県警生活安全部少年課） 

（５）いじめの防止について 

 ① いじめは、どの児童生徒にもどの学校

でも起こり得る問題として捉え、加害者

を生まないための課題未然防止教育に取

り組むとともに、定期的なアンケート調

査や教育相談の実施等により、いじめの

早期発見・早期対応に努める。 

   また、いじめを認知・通報を受けた場

合には、全教職員の緊密な情報交換や共

通理解、保護者の協力、関係機関・専門

機関との連携の下、速やかに組織的に対

応するよう努める。 

② 学校の実情に合わせて、「いじめ問題対

策委員会」等を活用し、スクールカウン

セラーやスクールソーシャルワーカー等

専門的な知識を有する者やその他の関係

者を加え、実効的ないじめ防止等の対策

に取り組む。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 ③ 発達障害が疑われる児童生徒が関わる

いじめについては、障害特性を踏まえた

指導に努める。 

（６）不登校児童生徒への支援について 

 ① 不登校は、どの学校でもどの児童生徒

にも起こり得ることとして捉え、全教職

員による日頃からのきめ細かな観察のも

と、情報共有と共通理解を基盤として、

学校全体で組織的・継続的に未然防止教

育、初期対応、社会的自立に向けた支援

に努める。 

 ② 不登校傾向の児童生徒に対しては、欠

席が長期化しないよう、電話連絡や家庭

訪問を行い、支援を充実するとともに、

観察記録の累積に努める。 

   また、早期にいじめ対策・不登校支援

担当者等を中心として支援チームを編成

し、定期的な会議の開催等による情報の

共有を図る。 

 ③ スクールカウンセラーやスクールソー

シャルワーカー等と連携してアセスメン

ト（見立て）を行い、個別の支援計画を

立てて児童生徒の社会的自立に向けた支

援を行う。また、訪問指導員の活用や外

部の専門機関と連携をし、学校内の居場

所づくりを工夫するなど、社会的自立に

向けた環境整備を図る。 

 ④ 不登校のきっかけの一つとしていじめ

が疑われる場合には、重大事態として速

やかに設置者（市町教育委員会）に報告

し、調査を開始する。 

 

４ 特別支援教育 

 

（１）個々の子供の障害の状態等を十分に理

解した上で指導内容や指導方法を工夫し、

適切な指導・支援の充実に努める。また、

特別支援教育コーディネーターを中心と

した校内支援体制の一層の整備に努める

とともに、地域のセンター的役割を担う

特別支援学校や総合教育センター等の専

門的な助言又は援助を活用しつつ、研修

の充実を図り、専門性の向上を目指す。 

（２）個別の教育支援計画の作成・活用につ

いて 

① 特別支援学級及び通級による指導では、

【いじめの解消について】 

  「いじめにより被害者が心身の苦痛を感

じていないこと」「行為が止んでいるこ

と」を見取り、少なくとも３か月を目安

として経過観察を行う。 

（「いじめの防止等のための基本的な方

針」平成 29 年３月 14 日改訂） 
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乳幼児期から学校卒業後までの長期的な

視野に立ち、本人及び保護者の積極的な

参画を得て、個別の教育支援計画を作成

し、これを活用した効果的な支援を進め

る。 

② 就学前から就学後まで一貫した適切な

支援を行うため、次年度への引継ぎを確

実に行うなど、各学校園での切れ目のな

い支援に努める。特に、異校種間での引

継ぎを確実に行うようにする。 

（３）個別の指導計画の作成・活用について 

① 子供の実態を的確に把握し、一人一人

の教育的ニーズに対応した指導目標や指

導内容、指導方法等を具体化した個別の

指導計画を作成し、発達の段階や障害に

配慮した適切な指導と必要な支援、合理

的配慮の提供を行う。 

② 学習状況の確認と適切な評価を行い、

指導の改善に役立てるとともに次年度の

引継ぎに活用する。 

（４）通常の学級に在籍する障害のある子供

などの指導に当たっては、個別の教育支

援計画及び個別の指導計画を作成し、活

用に努めるようにする。 

（５）通常の学級と特別支援学級との交流及

び共同学習については、「共に学ぶ」こと

を大切にしながら、全教職員の共通理解

と協力体制のもとに進める。内容や方法

については、双方の教育的ニーズに対応

した内容、場の設定等を十分に検討し、

ねらいを達成できるようにする。 

   また、一人一人の学びの様子や変容な

どを的確に把握しながら工夫改善に努め、

早期から組織的・計画的・継続的な取組

となるようにする。 

（６）就学に当たっては、子供の将来を見据

えた長期的な視点に基づき、保護者や関

係機関等との相談の機会を適切に確保し、

保護者との合意形成を大切にしながら、

子供にとって最も適した教育の場を選択

できるように支援する。 

（７）進路指導では、児童生徒の希望と実態

を的確に把握しながら指導計画を作成し、

能力・適性に応じて自らの意思による適

切な進路選択ができるよう支援する。進

路決定に当たっては、発達段階に応じた

系統的な指導・支援を進めていく。また、

家庭及び地域や福祉等の関係機関との連

携を十分に図る。 

 

５ 幼稚園教育 

 

（１）幼児、家庭及び地域の実態を的確に把

握し、園の教育課題を明確にするととも

に、幼稚園教育要領及び幼保連携型認定

こども園教育・保育要領の趣旨を踏まえ、

創意ある教育課程の編成と実施に努める。 

（２）園生活における幼児の発達の過程を見

通し、生活の連続性、季節の変化などを

考慮し、幼児の興味や関心、発達の実態

を踏まえ、具体的なねらい及び内容を明

確にした指導計画を作成する。 

（３）教師は、幼児一人一人の理解者、共同

作業者等、様々な役割を果たし、幼児が、

幼稚園生活の中で他者への思いやりや善

悪の認識等、規範意識や道徳性の芽生え

が培われるよう指導を工夫する。また、

自分の気持ちを調整する体験を重ねられ

るよう指導の充実を図る。 

（４）子供の発達や学びの連続性を確保でき

るよう、アプローチカリキュラム等の指

導計画を作成・改善に努める（参考：宮

城版保幼小接続期カリキュラムの実践に

向けて）。幼児期の教育の成果が小学校に

つながるよう、より実効性のある保幼小

の連携の推進を図る。また、幼児同士、

幼児と児童の効果的な交流に加え、保育

者と教師の情報交換や合同研修などを通

して「幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿」を共有し、それぞれが果たすべき

役割についての理解を深める。 

（５） 家庭や地域との連携を一層進める中で、

「はやね・はやおき・あさごはん」等の

基本的な生活習慣の育成や規範意識の醸

成を図り、健全な心身の基礎を培うよう

努める。 

（６）特別な配慮を要する幼児については、

個々の実態に応じて、家庭及び関係機関
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等との情報共有を図り、個別の支援計画

や個別の指導計画の作成、活用を図りな

がら適切な支援に努める。また、保護者

の学びの機会を充実させたり、課題を抱

える家庭の孤立を防いだりするなど、関

係機関と連携しながら適切な配慮を行う。 

（７）幼児の安全確保のために、緊急事態に

迅速かつ適切に対処できる危機管理マニ 

ュアル等を整備するとともにその周知徹

底により安全管理体制の改善に努める。 

（８）学校評価については、結果の公表に努

めるとともに、カリキュラムマネジメン

トとの関連を図りながら教育活動の組織

的な改善を行い、開かれた幼稚園づくり

につなげる。 

 

６ 開かれた学校づくり 

 

（１）保護者や地域社会の学校教育への期待

と要望を的確に把握し、経営方針や教育

活動の策定に生かすようにする。また、

学校の教育目標や教育方針、教育計画の

内容等を保護者や地域社会に明確に説明

し、理解を得るよう努める。 

（２） PDCA サイクルに基づいた学校評価シ

ステム（いじめ対応に関する項立てを含

む）を構築・推進し、学校教育目標の到

達度や教育課程の実施状況等の公表に努

めるとともに、学校における教育活動を

積極的に公開する。さらに、学校評議員

制度及び学校運営協議会制度の積極的な

活用を図る。 

（３）地域の人材活用や社会教育施設との連

携など地域社会と結びついた教育を展開

する。 

（４）保護者や地域社会の様々な要望に対応

する学校の組織づくりを進め信頼関係を

深めていく。 

 

７ 研修 

 

（１）園内研究・校内研究              

① 自園・自校の教育課題と幼児や児童生

徒（以下、児童生徒等という）の実態を

踏まえ、指導の改善に結び付く実践的な

園内研究・校内研究を推進するよう努め

る。研究主題、副題、研究仮説または研

究の視点の設定に当たっては、児童生徒

等に身に付けさせたい力を明確にしなが

ら、研究の内容と具体の手立てとの整合

性を図り、研究が一貫したものとなるよ

うにする。 

 ② 校内研究については、協働による授業

づくりを大切にする。また、研究に当た

っては、研究授業を中心とし、研究主任

や授業者だけでなく、教職員一人一人が

主体的に研究授業に関わることができる

よう研究体制や組織の整備を図る。 

 ③ 研究授業においては、授業仮説や研究

の視点の中に具体的な指導の手立てを位

置付け、その有効性の検証に努めるが、

その際、授業のねらいが達成できたかど

うかという点を吟味することが重要であ

る。検証に当たっては、児童生徒等の具

体的な姿から見取ることに加え、数値的

な評価等も取り入れていく。また、単元

や題材全体を通して明らかにしていくも

のと１単位時間の中で明らかにしていく

ものを明確にし、より具体的な成果が把

握できるよう工夫する。 

 ④ 学習評価を通じて、学習指導の在り方

を見直すことや個に応じた指導の充実を

図るなど、授業改善の PDCA サイクルを意

識し、指導と評価の一体化に努める。 

 

（２）各種研修              

① 今日的な教育課題や各自の課題解決・

授業改善等のため、各種研修会・講習会

等に積極的に参加し研修に努める。また、

研修した内容を校内で伝達することによ

り、教職員全体の資質や能力の向上を図

る。 

② 園や学校の実情に合わせて、保育・教

科指導に関する研修や実技研修など、多

様な園内研修・校内研修を計画的に実施

し、教職員の実践的な指導力向上に努め

る。また、いじめ・不登校の未然防止・

早期対応に関する研修や、特別な配慮を
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必要とする児童生徒等の理解に関する研

修等を計画的・組織的に行うようにする。 

③ 初任者研修（１年目・２年目・３年目）、

５年経験者研修、中堅教諭等資質向上研

修を園・学校全体の研修の機会として捉

え、計画的な授業参観・授業提供、事後

検討会等の校内支援体制を整えるととも

に、教職員相互の指導力向上を図ること

も併せて研修を推進する。 
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Ⅲ 令和６年度 学校訪問実施要項 

 

１ 学校訪問の方針 

  「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第 48 条の規定に基づき、市町教育委員会の要

請により、公立幼稚園・幼保連携型認定こども園、小学校及び中学校における教育課程、学習

指導･保育指導、生徒指導、その他学校(園)教育に関する専門的事項についての指導助言を行

う。 

 

２ 学校訪問の形態と内容 

（１） 一般訪問(１回／年 半日程度) 

① 「令和６年度大河原管内の教育」の『学校教育の重点』及び『学校教育の努力点』を踏ま

えて、授業及び協働による授業づくりに関する指導助言を行う。 

② 校長が幼稚園長を兼務している学校・幼稚園については、同一日の訪問希望も可能とす

る。 

③ 全体会の内容と時間については、学校の実態等を踏まえ、市町教育委員会の要請を受け決

定する。 

④ 訪問する指導主事の人数は当日の授業数、諸表簿指導希望の有無等に応じて決定する。 

⑤ 基本は幼稚園を午前訪問、小・中学校は午後訪問とする。小・中学校においては市町教育

委員会から通常授業の参観の要請があった場合は、午前最後の授業時間帯から訪問し、各学

級の授業を参観する（指導案は不要・個別の指導はしない）。 

⑥ 市町教育委員会の要請がある場合、可能な範囲で授業づくりから指導主事が参加する。 

⑦ 市町教育委員会の要請がある場合、必要最低限の諸表簿の整備や管理上の課題等に対する

助言を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）特別訪問（数回／年 半日程度） 

 ① 市町教育委員会及び学校の要請に基づき、校内（園）研究充実のための指導助言を行う。 

② 一般訪問に加えて、別日に実施する。 

 ③  当日の授業数は、協働による授業づくりのグループが適正規模で編成できる数とする。 

○ 「学校経営概要説明」では、生徒指導及び協働による授業づくりに係る説明も含んだ

内容とする。 

○ 訪問当日の授業数は、協働による授業づくりのグループが適正規模で編成できる数と

する（協議が深まるグループ編成）。 

○ 授業はいずれも協働による授業づくりを行い、授業づくりに取り組んできた全教員が

授業を参観する。※「令和６年度における指導主事学校訪問（義務教育課）」の別紙２「一般訪問

のモデル（イメージ）」及び「令和２年度 宮城県研修改善委員会報告書」Ｐ７～８を参照。 

○ 各分科会は、授業者及び授業の構想立案、指導案検討、先行授業、模擬授業等に関わ

った教員により編成し、全教員が参加する。 

○ 授業づくりの経過等は代表者（学年主任、教科主任等）が説明する。 

○ 全体会での職員紹介等は、座席表などの紙面紹介で行う。 

○ 全体会には自校の教育計画を持参する。 

○  訪問日の日程については、訪問校との事前打合せで相談する。日程作成に当たり、訪

問校は研修の充実が図られるように工夫する。 

○ 全体会の内容等は、学校の実態等を踏まえて実施する。 

（例）・「学力向上」「体力向上」「いじめ対策・不登校支援等」「魅力ある・行きたく

なる学校づくり」等、学校で設定したテーマに係る話合いと指導助言 

    ・校内研究に係る指導助言や全体講評 等 
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（３）指定校訪問（数回／年 半日程度） 

 ① 県教育委員会の指定校の事業の充実を図るため、事業推進に係る情報交換や研究指定校の  

研究推進に関する指導助言を行う。義務教育課担当指導主事等が同行する場合もある。 

 ② 一般訪問に加えて、別日に実施する。 

 

３ 訪問期日の決定 

    教育事務所は、市町教育委員会からの要請に基づき期日の調整を行い、「学校訪問予定 一

覧表」を作成し、市町教育委員会に通知する。 

 

４ 訪問に関する打合せ等 

（１）打合せ票の配付 

      打合せ票、諸表簿点検シートは、学校経営要録等説明会〔４月 11 日（木）〕の折に配付す

る。また、この時に訪問に関する全体的な説明を行う。 

      なお、打合せ票、諸表簿点検シートは、教育事務所ウェブサイトからダウンロードするこ

とができる。 

（２）打合せ票の事務所提出 

      幼稚園の主任及び小・中学校の教頭は、訪問日の前月 10 日 12 時まで（10 日が休日の場合

はその前日まで）に、所定の用紙を指導班あて電子メール添付にて送付する。 

      なお、５月に予定されている学校については、４月 16 日（火）12 時まで、９月に予定さ

れている学校については、７月 26 日（金）12 時までに行う。 

   打合せ票の内容に基づき事務所から担当指導主事が電話をして確認する。 

（３）打合せ担当指導主事 

      打合せは、原則として次の指導主事が行う。 

  ① 一般訪問 小・中学校  ････････ 地区担当指導主事 

                 幼稚園      ････････ 幼稚園担当指導主事 

    ② 特別訪問             ････････ 地区担当指導主事（幼稚園は幼稚園担当指導主事） 

    ③ 指定校訪問      ････････ 担当指導主事 

（４）提出物 

    ①  各学校は、訪問日の１週間前（提出日が休日の場合は、その前日）までに、以下の資料

を大河原教育事務所長あて提出する。 

教育事務所用 
指導案 研究概要 

学校で設定したテーマに係る話合

いに関する資料（実施する場合） 
学校要覧 

２部 ２部 ２部  

 

訪問指導主事用 
指導案 研究概要 

学校で設定したテーマに係る話合

いに関する資料（実施する場合） 
学校要覧 

訪問する指導主事の人数分 

  ②  学力向上指導員が訪問する場合は、指導案、研究概要、学校で設定したテーマに係る話

合いに関する資料（実施する場合）、学校要覧を各１部勤務校に直接届ける。 

    ③ 指導案には、道徳科資料（教科書以外の資料）・音楽科資料（教科書以外の楽曲の楽譜

等）を添付する。 

 

５ その他 

（１）幼稚園担当指導主事及び地区担当指導主事は改めて連絡する。 
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令和6年度　学校訪問指導　

通し番号 学校数 通し番号 学校数

№ № 訪問日 曜日 形態 午前午後 № № 訪問日 曜日 形態 午前午後

1 1 白石市 白石市立白石第一小学校 9月9日 月 一般 午後 38 38 大河原町 大河原町立大河原小学校 8月28日 水 一般 午後

2 2 白石市 白石市立白石第二小学校 6月24日 月 一般 午後 39 39 大河原町 大河原町立金ケ瀬小学校 7月16日 火 一般 午後

3 3 白石市 白石市立越河小学校 12月9日 月 一般 午後 40 40 大河原町 大河原町立大河原南小学校 7月8日 月 一般 午後

4 4 白石市 白石市立大平小学校 8月29日 木 一般 午後 41 41 大河原町 大河原町立大河原中学校 9月4日 水 一般 午後

5 5 白石市 白石市立大鷹沢小学校 6月7日 金 一般 午後 42 42 大河原町 大河原町立金ケ瀬中学校 12月5日 木 一般 午後

6 6 白石市 白石市立白川小学校 12月10日 火 一般 午後 43 43 村田町 村田町立村田小学校 9月2日 月 一般 午後

7 7 白石市 白石市立福岡小学校 6月14日 金 一般 午後 44 44 村田町 村田町立村田第二小学校 12月4日 水 一般 午後

8 8 白石市 白石市立福岡小学校（病院分校） 45 45 村田町 村田町立村田第一中学校 7月3日 水 一般 午後

9 9 白石市 白石市立深谷小学校 6月10日 月 一般 午後 46 46 村田町 村田町立村田第二中学校 11月22日 金 一般 午後

10 10 白石市 白石市立白石中学校 9月25日 水 一般 午後 47 47 村田町 村田幼稚園 7月5日 金 一般 午前

11 11 白石市 白石市立福岡中学校 7月11日 木 一般 午後 48 48 柴田町 柴田町立船岡小学校 11月21日 木 一般 午後

12 12 白石市 白石市立福岡中学校（病院分校） 49 49 柴田町 柴田町立槻木小学校 9月11日 水 一般 午後

13 13 白石市 白石市立小原小中学校 6月18日 火 一般 午後 50 50 柴田町 柴田町立柴田小学校 11月1日 金 一般 午後

14 14 白石市 白石市立白石南小中学校 10月21日 月 一般 午後 51 51 柴田町 柴田町立船迫小学校 6月20日 木 一般 午後

15 15 白石市 白石市立東中学校 9月18日 水 一般 午後 52 52 柴田町 柴田町立西住小学校 11月28日 木 一般 午後

16 16 白石市 白石市第一幼稚園 53 53 柴田町 柴田町立東船岡小学校 7月9日 火 一般 午後

17 17 白石市 白石市第二幼稚園 6月4日 火 一般 午前 54 54 柴田町 柴田町立船岡中学校 11月13日 水 一般 午後

18 18 角田市 角田市立角田小学校 10月28日 月 一般 午後 55 55 柴田町 柴田町立槻木中学校 5月20日 月 一般 午後

19 19 角田市 角田市立桜小学校 9月27日 金 一般 午後 56 56 柴田町 柴田町立船迫中学校 7月1日 月 一般 午後

20 20 角田市 角田市立北郷小学校 6月17日 月 一般 午後 57 58 川崎町 川崎町立川崎小学校 11月26日 火 一般 午後

21 21 角田市 角田市立横倉小学校 11月29日 金 一般 午後 58 59 川崎町 川崎町立川崎第二小学校 12月11日 水 一般 午後

22 22 角田市 角田市立金津小学校 11月19日 火 一般 午後 59 60 川崎町 川崎町立富岡小学校 11月28日 木 一般 午後

23 23 角田市 角田市立角田中学校 6月13日 木 一般 午後 60 61 川崎町 川崎町立川崎中学校 9月20日 金 一般 午後

24 24 角田市 角田市立北角田中学校 11月25日 月 一般 午後 61 62 川崎町 川崎町立富岡中学校 8月30日 金 一般 午後

25 25 蔵王町 蔵王町立円田小学校 10月4日 金 一般 午後 62 63 川崎町 かわさきこども園 9月19日 木 一般 午前

26 26 蔵王町 蔵王町立平沢小学校 6月10日 月 一般 午後 63 64 川崎町 富岡幼稚園

27 27 蔵王町 蔵王町立永野小学校 11月18日 月 一般 午後 64 65 丸森町 丸森町立丸森小学校 12月2日 月 一般 午後

28 28 蔵王町 蔵王町立宮小学校 9月6日 金 一般 午後 65 66 丸森町 丸森町立舘矢間小学校 9月26日 木 一般 午後

29 29 蔵王町 蔵王町立遠刈田小学校 11月14日 木 一般 午後 66 67 丸森町 丸森町立丸森中学校 7月10日 水 一般 午後

30 30 蔵王町 蔵王町立円田中学校 11月11日 月 一般 午後

31 31 蔵王町 蔵王町立宮中学校 7月17日 水 一般 午後

32 32 蔵王町 蔵王町立遠刈田中学校 6月26日 水 一般 午後

33 33 蔵王町 永野幼稚園 6月12日 水 一般 午前

34 34 蔵王町 蔵王町こども園 7月2日 火 一般 午前

35 35 蔵王町 遠刈田幼稚園 7月9日 火 一般 午前

36 36 七ヶ宿町 七ヶ宿町立七ヶ宿小学校 9月12日 木 一般 午後

37 37 七ヶ宿町 七ヶ宿町立七ヶ宿中学校 6月27日 木 一般 午後

　

市町 学校名
令和６年度

市町 学校名
令和６年度

訪問形態
一般 特別 指定 計

小 35 0 0 35
中 19 0 0 19
小中 2 0 0 2
幼 6 0 0 6
計 62 0 0 62

訪問回数
小 中 小中 幼 計

5月 0 1 0 0 1
6月 7 3 1 2 13
7月 3 5 0 3 11
8月 2 1 0 0 3
9月 7 4 0 1 12

10月 2 0 1 0 3
11月 9 4 0 0 13
12月 5 1 0 0 6
1月 0 0 0 0 0
2月 0 0 0 0 0

35 19 2 6 62
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＜資料＞                 

   「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業づくりと 

   「指導と評価の一体化」のための学習評価のポイントについて          
 学習指導要領の全面実施により、教師が「子供たちにどのような力が身に付いたか」とい

う学習成果を的確に捉え、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善を図ること、「指

導と評価の一体化」を実現することが求められています。 

 そこで、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業づくりや「指導と評価の一体

化」のための学習評価についてのポイントを示しました。 

 

１ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業づくりについて 

 

（１）「主体的・対話的で深い学び」とは 

  ○主体的な学び：学習活動を見通し、振り返り、課題を解決していこうとすること 

  ○対話的な学び：自己の考えを広げ深めるために、学び合い等、他者と協働すること 

  ○深い学び  ：各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせて、より深く理解した          

り考えを形成したりすること 

 

（２）「主体的・対話的で深い学び」の授業づくりのために 

  ○「主体的・対話的で深い学び」は、「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」が相互   

に関わり合っています。それぞれ全てを１単位時間の中で実現するのではなく、単元や題   

材のまとまりの中で実現を目指すものです。 

 

 【「主体的な学び」につながる授業づくり】 

  ①本時の学習活動を通して身に付けさせたい力を明確にし、ねらいにつながる学習課題を吟   

味しましょう。子供に学習課題を確実につかませることが大切です。 

  ②課題解決に自ら向かっていけるよう、解き方や考え方の見通しを持たせたり、追究意欲を   

持続させたりするための教師の働き掛けを工夫しましょう。 

  ③振り返りでは、学んだことの意味などを子供に実感させたり、未解決な部分や更に追究し   

たいことなどを考えさせたりしましょう。 

   

 【「対話的な学び」につながる授業づくり】 

  ①対話的な学びは、子供同士の対話の場を設けることだけではありません。教師が子供の考   

えを関連付け、比較・検討させたり、地域の人や先哲の考えを資料から読み取り考えさせ   

たり、時には自分自身の持つ複数の考えを吟味させたりすることも大切です。 

  ②ねらいに基づいて必要な学習活動を工夫し、考えが広まったり、深まったりしているかを   

見取り、質の高い学びにつなげるようにしましょう。 

 

 【「深い学び」につながる授業づくり】 

  ①各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせながら、これまで学んだことや生活の 

   中の事象と関連付けるなど、新しい知識と既有の知識を相互に関わらせることで深く考え 

   られるようにしましょう。 

  ②課題を解決する過程も含めて、学んだことの意味を実感できているかを見取り、新たな課   

題解決にも生かそうとする意欲につながる働き掛けをしましょう。 
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２ 「指導と評価の一体化」のための学習評価のポイント 

（１）「目標と評価の一体化」について 

  各教科等の目標及び内容が「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう 

力、人間性等」の資質・能力の三つの柱に基づいて再整理されたことから、学習評価の観点も

「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の三つに整理されまし

た。指導案作成等においては、目標と評価の文末表現の違いも確認しましょう。 

 

 

 

 

 

 

                   目   標  

 

 

 

 

 (1)知識及び技能 (2)思考力、判断力、表現力等 (3)学びに向かう力、人間性等 

文

末 

例 

・「～できる」 

・「～理解する」 

 

・「～できる」 

・「～まとめる」 

・「～考える」 

・「～表現する」 

・「～する態度を養う」  

・「～しようとしている」 

 

 

 

 

 

 

 

 

評 価 の 観 点  

 

知識・技能 思考・判断・表現 

感性、思いやりなど 
［個人内評価］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的に学習に取り組む態度 

文

末 

例 

・「～している」 

・「～できる」 

・「～身に付けている」等 

・「～している」       

・「～表現している」  

・「～捉えている」等 

・「～しようとしている」 

・「～気付いている」 

・「～している」  

      

                                  ［ 評 定 ］ 

※評価規準を作成する際は、評価規準の文末を「～している」「～できる」などと表現します。各教科等にお 

いても文末表現が異なる場合がありますので、留意しましょう。 
※「主体的に学習に取り組む態度」の評価については、知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現 

力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組を行おうとする側面と、粘り強い取組を行う中で自ら 

の学習を調整しようとする側面という二つの側面から評価をしましょう。 
※個人内評価は、観点別学習状況の評価や評定には示しきれない子供一人一人のよい点や可能性、進歩の状 

況等を積極的に評価し、子供に伝えるなど指導に生かすことが大切です。 

（２）「学習評価」について 

 ①単元や題材等のまとまりにおける評価計画の作成 

   単元（題材）で子供に何を身に付けさせるのか、ねらいを明確にするとともに、どの時間  

にどのような観点を重点化して指導するのかを構想し、単元（題材）全体で三つの評価規準

をバランスよく配置することが大切です。また、どのようにして子供の思考や発言・行動を

見取るのか、学習活動のどの場面で子供の変容を見取るのかなどを想定しておきましょう。 

 ②「指導に生かす評価」と「記録に残す評価」 

   毎時間、３観点全てを評価し、子供たち全員についての記録を取ることは難しい場合が多  

いため、評価の観点を絞り、評価の場面を精選する「記録に残す評価」と適宜行う「指導に

生かす評価」を区別して捉えます。 

   【記録に残す評価】：目標に基づき、子供一人一人の達成状況を見取り、記録し、総括評価

に生かすための評価です。単元（題材）等のまとまりの中で計画的に

位置付けます。 

   【指導に生かす評価】：子供の学習状況から、次の指導に生かしていくための評価です。毎      

時間、子供の学習の様子から適時、認めたり、励ましたり、助言をし

たりします。 
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https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-
cs/senseiouen/mext_01317.html 
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                                    令和５年３月 

子供の学びを支援する５つの提言 

～自立した学習者の育成を目指して～ 
宮城県教育委員会 

 

  「学力向上に向けた５つの提言」は，平成２５年１０月に開催された学力向上を図るための緊急会議

において，各学校のすべての先生方にすぐに取り組んでもらいたい事項としてまとめられました。教育

の不易の部分を多く含んだ提言は，平成２５年に示されて以来，宮城の教育のより所として大きな役割

を果たしてきました。 

社会の在り方が劇的に変わる中で，子供たちが未来の創り手となるために必要な資質・能力を確実

に身に付けるためには，生涯にわたって能動的に学び続ける自立した学習者となることが必要です。 

このたび，県教育委員会では「学力向上に向けた５つの提言」の不易の部分に，「個別最適な学び」，

「協働的な学び」，「ICT の活用」などの視点を加え，「子供の学びを支援する５つの提言」として新た

にまとめました。各学校において，実践化に努めるようお願いいたします。 

 

 

１ 子供の声を受け止め，適切な支援をすることで，安全・安心に学べる環境を 

つくりましょう 

安全・安心な居場所は，子供が充実した生活を送るための土台となります。子供の声を受け止め，

個に応じた適切な支援をすることで，教師と子供，子供同士の良好な人間関係づくりに努めるなど，

安全・安心に学べる環境をつくりましょう。 

 

２ 子供をほめること，認めることで，やり抜く力を育てましょう 
子供をほめるときには，子供が努力したことを具体的にほめることが大切です。努力を認めること

で，更なる意欲を引き出し，難しいことにも挑戦しようとする気持ちや，目標に向かって努力し続け

る気持ちを育てましょう。 

 

３ 子供が様々な学び方を知り，主体的に学習ができるように支援することで， 

学びに向かう力を育てましょう 
子供が様々な学び方を知り，経験することで，見通しを持って学習に取り組んだり，学びを自己調

整したりすることができるようになります。子供自身が学びの計画を立て，自由な発想で ICT を活用

できるようにするなど，自立した学習者として学び続けられるように支援し，学びに向かう力を育て

ましょう。 

 

４ 自分の考えを発表したり，交流したりする活動を充実させることで，深い学びに

つなげましょう 
自分の考えを発表したり，交流したりすることで，一人一人のよい点や可能性が生かされ，異なる

考え方が組み合わさり，子供の学びが豊かになります。子供が習得・活用・探究という学びの過程で，

各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせ，深い学びができるように支援しましょう。 

 

５ 家庭学習の質的向上を図るとともに，読書の時間を増やす働き掛けをしましょう 
起床時刻，学習を始める時刻，就寝時刻を定めるなど，生活リズムを整えながら家庭学習の時間を

確保するとともに，子供自身が課題を設定したり，ICT を効果的に活用したりするなど，家庭学習の

質を高められるように働き掛けましょう。また，家庭や学校で読書の時間を設定するなど，子供が読

書に親しむ機会の充実を図りましょう。 

24



１　会議・職能研修

№ 事業名 期　日 会　場 主なねらい・概要等

①　４月１０日（水）

②　７月１２日（金）

③１０月　３日（木）

④　２月１４日（金）

①　４月１１日（木）

②１０月　７日（月）

3 管内小・中学校教務担当者会議 ４月１２日（金） 大河原合同庁舎
管内教育行政上の諸施策の周知徹底を図り、教務
担当者としての資質向上を図る。

4 学校（幼稚園）経営要録等作成説明会 ４月１１日（木） 大河原合同庁舎
学校（幼稚園）経営要録等の作成についての理解
を図る。

5 学校（幼稚園）経営要録等審査会
　５月　１日（水）

　２日（木）
大河原合同庁舎

学校（幼稚園）経営要録等の確認を行い、学校経
営の円滑な実施につなげる。

6 管内研究主任研修会 　４月２３日（火） 大河原合同庁舎

研究の概要や研修の在り方等校内研究の基本的な
進め方を理解するとともに、確かな学力の育成を
目指した授業改善の方策を探究し、研究主任とし
ての資質と指導力の向上を図る。

7 学力向上対策会議
①　９月　５日（木）
②　２月　５日（水）

大河原合同庁舎
管内における各教育委員会の学力向上施策及び各
学校の課題解決等への支援充実に資する。

8 防災主任研修会（地域別研修） １１月２２日（金） 大河原合同庁舎
防災教育の充実及び地域との連携を図り、学校に
おける防災教育等に係る推進的な役割を担う人材
を養成する。

２　教職経験者研修

№ 事業名 期　日 会　場 主なねらい・概要等

①　６月２５日（火） 大河原合同庁舎

②　９月　３日（火） 大河原合同庁舎

③１０月　８日（火） 遠刈田幼稚園

④１１月１２日（火） 村田小、村田一中

①　５月　９日（木）

②　８月２０日（火）

③　１月１６日（木）

3
初任者研修拠点校方式実施校
グループ連絡協議会（小学校）

   ４月　３日（水）

4
初任者研修各校方式
指導教員連絡協議会（中学校）

   ４月　３日（水）

①１０月　８日（火） 遠刈田幼稚園

②１１月１２日（火） 村田小、村田一中

①　６月　６日（木） 大河原合同庁舎

②１０月３０日（水） 桜小、北角田中

①　７月２２日（月）

②　８月２０日（火）

③　９月　３日（火）

8
幼稚園等中堅教諭等資質向上研修
（地域別研修）

①１１月１２日（火） 村田小、村田一中
教員としての実践的指導力と使命感を養う。
・VTRによる小・中学校授業参観、研究協議（初任
研とのマッチング研修）

５年経験者研修
①生徒指導研修
②教科指導研修

中堅教諭等資質向上研修
①実践研修１
②実践研修２
③実践研修３

大河原合同庁舎

5
幼稚園等新規採用教員研修
教育事務所研修

6

7

初任者研修実施に当たり、実施方法等を確認し、
初任者研修の円滑な実施を目指す。

６年目の教員を対象として、教員としての資質向
上を図る。
①講義、生徒指導等に関する演習
②小・中学校授業参観、協議、授業づくり研修

11年目の教員を対象として、中堅教諭としての資質向上
を図る。
①実践研修の進め方に関する講話、模擬授業の指導案検
討、授業づくりに関する講話・演習
②初任研(２年目)教員の模擬授業に対する指導助言（初
任研(２年目)とのマッチング研修）
③模擬授業と協議（初任研（１年目）とのマッチング研
修）

教員としての実践的指導力と使命感を養う。
①講話、保育参観、研究協議（初任研とのマッチ
ング研修
②小・中学校授業参観、協議、授業づくり研修
（初任研とのマッチング研修）

大河原合同庁舎

大河原合同庁舎

Ⅳ　所管事業・研修等一覧

教員としての実践的指導力と使命感を養う。
①前年度初任者の体験発表、講義、グループ協議
②中堅教諭による模擬授業の参観、研究協議（中堅教諭
とのマッチング研修）
③講話、VTRによる保育参観、研究協議（幼稚園新採研
とのマッチング研修）
④VTRによる小・中学校授業参観、協議、授業づくり研
修（幼稚園新採研、幼稚園中堅研とのマッチング研修）

勤務校における課題研究に対する支援を行う。
①講義、課題設定のためのグループ協議
②模擬授業（中堅教諭とのマッチング研修）
③課題研究発表会

大河原合同庁舎

1

2

管内小・中学校長会議1 大河原合同庁舎

初任者研修（１年目）
教育事務所研修

初任者研修（２年目）
教育事務所研修

　自然災害等の場合、研修会が中止もしくは延期となる場合があります。実施の有無等、詳細については当事務所
ウェブサイトに掲載しますので御確認ください。
○研修会等の前日の午後５時から開始時刻までの間に、宮城県全域または大河原教育事務所管内に「特別警報」が発
表されている場合は、研修会等の主催者から中止もしくは延期の連絡がなくとも、その日の研修会等は実施しないこ
ととします。
　　　　宮城県大河原教育事務所アドレス　　https://www.pref.miyagi.jp/site/ogawara-kyoz/

管内小・中学校教頭会議2

管内教育行政上の諸施策の周知徹底を図り、円滑
な学校運営に資する。
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３　学習指導・教育課程に係る研修・事業

№ 事業名 期　日 会　場 主なねらい・概要等

1 小学校教育課程地区研究協議会 ７月３０日（火）

2 中学校教育課程地区研究協議会 ７月３１日（水）

①　５月　８日（水）

②　１月１５日（水）

4 教科指導力向上研修会 ６月上旬～１月下旬　
学力向上指導員

所属校

教員の教科指導力の向上を図る。
学力向上指導員の授業を参観し、協議・情報交換
を行う。(９教科）

5 講師の実践力向上のための研修会 　６月　５日（水） 大河原合同庁舎
臨時的任用教員の資質向上を図る。
講義、実践上の課題等についての協議等を行う。

４　生徒指導に係る研修・事業

№ 事業名 期　日 会　場 主なねらい・概要等

1 生徒指導主事等研修会 １０月２９日（火） 大河原合同庁舎
生徒指導上の課題について事例を基に研修を行
い、生徒指導担当者の資質向上を図る。

①　６月１９日（水）

②　２月１８日（火）

3
「児童生徒支援ネットワーク事業」児童生徒支援
研修会

　５月２１日（火） 大河原合同庁舎
不登校児童生徒に対する社会的自立に向けた指
導・支援について教員及び関係者の資質向上を図
る。

4
大河原地域児童生徒支援ネットワーク事業訪問指
導情報交換会

１月１４日（火） 大河原合同庁舎
児童生徒支援ネットワーク事業の訪問指導につい
て、訪問指導員間の情報交換を行い、今後の指導
の向上に資する。

5 問題行動等対策推進協議会 １０月２９日（火） 大河原合同庁舎
児童生徒支援教員配置校及び心のケア支援員配置
校における児童生徒を支援する体制づくりの向上
を図る。

6 管内小・中学校スクールカウンセラー研修会 ７月２５日（木） 大河原合同庁舎
管内小・中学校のスクールカウンセラーのネット
ワークの構築と教育相談の向上に資する。

7
管内子どもの心のケアハウススーパーバイザー等
連絡協議会

　８月　５日（月） 大河原合同庁舎
サポート状況に関する情報交換を通して、不登校
対応に係るネットワーク構築と教育支援センター
の機能強化を図る。

①　６月　３日（月）

②１１月　６日（水）

③　２月　３日（月）

①　４月１５日（月）

②　７月１６日（火）

③１２月　４日（水）

５　保健、防災・安全に係る研修・事業

№ 事業名 期　日 会　場 主なねらい・概要等

1 学校・地域連携　保健課題解決研修会 ９月１０日（火） 大河原合同庁舎
管内の健康課題に関する研修を行い、地域等との
連携を通して、児童生徒の健康課題に対応する具
体的な取組及び支援の充実、改善に資する。

2 大河原圏域安全教育総合推進ネットワーク会議 ６月２６日（水） 大河原合同庁舎
圏域の関係機関・関係部局が連携して安全教育の
取組を支える組織体制を構築し、圏域における課
題や推進方策を検討する。

６　その他の研修・事業

№ 事業名 期　日 会　場 主なねらい・概要等

1 県就学相談活動事業 ９月１２日（木） 大河原合同庁舎
特別支援学校への就学または転学を検討する者及
びその保護者に対し就学に関する相談を行う。

①　６月１１日（火）

②　９月１０日（火）

③１１月　６日（水）

④　１月２８日（火）

3 県公立高等学校・特支高等部入試事務説明会 １０月　２日（水） 大河原合同庁舎 県公立高入学者選抜要項等の周知徹底を図る。

4 算数チャレンジ2024大河原管内予選会

７月２２日（月）
７月２３日（火）
７月２４日（水）
７月２５日（木）

のいずれか

各学校
算数を学ぶことの楽しさや有用感を実感させ学習
への関心・意欲を高め、数学的な思考力・表現力
の育成を図る。

学校、家庭、関係機関によるネットワークを構築
し、不登校児童生徒に対する支援の充実を図る。

大河原合同庁舎

①不登校児童生徒を抱える保護者同士が交流や相
談できる場を通して、支援の在り方について理解
を深めたり、不登校に対する不安を和らげたり
し、不登校支援の一助とする。
②フリースクール等民間施設と連携・協働し、不
登校で悩む保護者等を対象に相談会を行い、一人
一人の社会的自立や学校生活再開に向けた支援を
行う。

管内における不登校等児童生徒学び支援員教室充
実事業について専任教員間の情報交換等を行い、
専任教員の資質向上や学び支援教室の充実、改善
を図る。

発達支援定期巡回教育相談

学び支援教室専任教員連絡会

大河原地域児童生徒支援ネットワークセンター連
絡会議

2
障害等の実態に応じた教育や就学上の諸問題につ
いて相談を行う。

大河原合同庁舎

9

3

大河原地域児童生徒支援ネットワーク事業教育相
談会（ハートフル相談会・不登校情報交換会）

学力向上指導員研修会

大河原合同庁舎

大河原合同庁舎2

8

大河原合同庁舎
学力向上指導員の資質向上を図る。
①委嘱状交付、講話、教科等別情報交換
②訪問、研修会を終えて、教科等別情報交換

学習指導要領の趣旨に基づく教育課程の編成及び
実施、諸問題等に関する説明、協議、情報交換を
通して、小・中学校教育の改善及び充実を図る。

大河原合同庁舎
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①　８月２１日（水）

②１２月２５日（水）

6 スクールロイヤー相談会
①　６月２１日（金）
②１０月１１日（金）
③　１月３０日（木）

大河原合同庁舎

児童生徒の最善の利益を図るため、法律の専門家
による相談会により、法的側面から指導助言を行
うことにより、学校等におけるいじめ予防教育の
推進や生徒指導上の諸問題の解決に資する。

７　宮城県教育委員会研究指定校等一覧

№ 事業名・研究領域等 学校名等 指定年度 備　考

1
学力向上マネジメント支援事業
【県教育委員会　義務教育課】

角田市教育委員会
柴田町教育委員会

令和４年度～６年度 ３年間

2
志教育推進地区指定事業
【県教育委員会　義務教育課】

丸森町立丸森中学校区
令和６年度～８年度 ３年間

3
学び支援教室支援事業
【県教育委員会　義務教育課】

白石市立白石第二小学校
白石市立白石中学校
角田市立角田中学校
蔵王町立宮中学校
大河原町立大河原小学校
大河原町立大河原中学校
柴田町立船岡中学校
川崎町立川崎小学校
丸森町立丸森中学校

令和６年度 １年間

4
愛鳥モデル推進校
【県環境生活部　自然保護課】

川崎町立富岡小学校 令和６～７年度 ２年間

5
市町村教育委員会との連携による学校サポート事業
【県総合教育センター】

蔵王町立永野小学校
蔵王町立円田中学校
川崎町立川崎小学校
川崎町立川崎第二小学校
川崎町立富岡小学校

令和６年度 １年間

８　研究開発学校制度・教育課程特例校制度等（文部科学省）

1 教育課程特例校制度（ざおう英語活動） 蔵王町（小学校） 平成３０年度～

2
教育課程特例校制度
（英語活動・英語「しろいしイングリッシュ」）

白石市（小・中学校） 令和３年度～

5
大河原管内初任者（１～３年目）対象相談会
（ジョイフル相談会）

大河原合同庁舎

初任者（１～３年目）に対して、授業づくりや学
級づくりなどに関する課題等について、初任者同
士で話し合ったり、指導主事に相談したりする場
を設定し、今後の教育実践への自信を高める一助
とする。
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保護者のみなさまへ 

令和６年度 相談会の御案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          子育ての中の ”困った”を一人で悩まないで 

保護者のみなさんや家族のみなさん、専門のカウンセラーやフリースクール等民間施設の方を囲んで、 

気軽に話し合ったり、聞きあったりしませんか。次への一歩を踏み出せるようお手伝いします。 

    ハートフル相談会・不登校情報交換会を下記のとおり開催します。みなさんの参加をお待ちしております。 

  

記 

♥ 日 時・会 場 

回 開 催 日 会  場 

１ 

令和６年 ６月 ３日（月） 

午前９時００分～午前１１時５０分 

◇申込み締め切り日 ５月２９日（水） 

大河原合同庁舎（大河原町字南 129-1） 

２階 ２０１会議室 

２ 

令和６年１１月 ６日（水） 

午前９時００分～午前１１時５０分 

◇申込締め切り日 １０月３１日（木） 

大河原合同庁舎（大河原町字南 129-1） 

２階 ２０１会議室 

３ 

令和７年 ２月 ３日（月） 

午前９時００分～午前１１時５０分 

◇申込締め切り日  １月３０日（木） 

大河原合同庁舎（大河原町字南 129-1） 

２階 ２０１会議室 

♥ 相談の申込み 

直接、下記連絡先へ電話で申込んでください。参加料は無料です。♡ 何回でも参加可能です。 

対象は、白石市・角田市・蔵王町・七ヶ宿町・大河原町・村田町・柴田町・川崎町・丸森町の公立小中

学校の保護者やご家族です。 

♥ 連絡先・申込み 

♡ 宮城県大河原教育事務所（柴田郡大河原町字南 129­1）  

♡ 電話 ０２２４­５３­３１１１ 内線（５７０） 

♡ 担当 教育相談コーディネーター 

宮城県大河原教育事務所 

 つながり 次への一歩 

 

♡ 学校生活や友達関係が気になる。 

♡ わが子が不登校。どう接したらいいのだろう。 

♡ 子育ての悩み 誰かとお話ししたい 話を聞いてほしい。 

♡ まわりから理解してもらえない。 

♡ こういう時はどう対応すればいいのだろう。 
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Ⅰ 社 会 教 育 の 重 点 

  
「第２期宮城県教育振興基本計画」を受け、「管内生涯学習基本方針」に基づき、各市町・関係団体

との連携により生涯学習基盤の整備と生涯学習の観点に立った事業を推進する。 
 

 
１  社会教育推進体制の充実 

  ○ 各領域の会議・研修会をとおした社会教育関係職員などの資質の向上と連携の推進 

  ○ 社会教育主事の派遣等による各市町への支援 

  ○ 公民館等の社会教育施設への支援 

 

 

 ２ 家庭・地域・学校による協働教育の推進 
  ○ 地域学校協働活動推進事業の普及と支援 

  ○ 放課後子供教室の普及と推進 

  ○ 各種ボランティアの育成 

  ○ 協働教育に関する情報の共有化の推進 

 

 

 ３ 家庭教育支援の充実 
    ○ みやぎらしい家庭教育支援事業の普及と支援 

  ○ 管内の子育てサポーター、子育てサポーターリーダー、家庭教育支援チームの育成 

  ○ 家庭教育に関する情報の共有化の推進 

  ○ 「学ぶ土台づくり」の情報発信と親の学びの支援  

 

 

４ 青少年教育の充実 
  ○ ジュニア・リーダーの育成（中級研修会） 

  ○ 仙南青年文化祭のさらなる充実に向けた取組 

  ○ 青少年教育に関する情報の共有化の推進  

 

 

 ５ 芸術・文化活動の振興と文化財の保護 
  ○ 芸術文化鑑賞の機会提供による、児童生徒の芸術鑑賞能力向上と豊かな情操の涵養 

  ○ 文化財の保護に関する情報の共有化の推進 

 

 

６ 生涯スポーツの推進 
  ○ 生涯スポーツに関する情報の共有化の推進 

  ○ 総合型地域スポーツクラブ育成と第２期宮城県スポーツ推進計画の推進 

  ○ 「みやぎスポーツDAY～ともにつながる、スポーツで～」の充実とニュースポーツの普及 

 

 

 ７  社会教育関係団体との連携と支援 
  ○ 各種団体の組織・運営の充実に関する支援 
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Ⅱ 社会教育関係事業の概要  

（１） 大河原教育事務所事業 

領域 事 業 名  趣旨・内容等  参加対象  期日・会場  

 
協 
働 
教 
育 

 
 

 
 

 
 

 
社会教育推進大会・   
協働教育研修会  
 
 

 
地域の教育力を高めるために、家庭・地域・

学校の関係者が集い、テーマに沿った研修を行
うことで管内の社会教育の発展・協働教育の推
進に寄与する。 

 
社会教育関係者・ 
教職員・ＰＴＡ他 
 

１１月９日  
村田町 

 
地域連携担当研修会  
 

 
各市町の地域学校協働活動の成果や課題

等についての意見交換を行い、関係者の資
質向上と事業の一層の推進を図る。  

地域連携担当教員・
協働教育関係者・社
会教育主事等 

６月４日  
合同庁舎  

 
協働教育コーディネ
ーター・指導員当連絡
会議 

 
事業の実施状況や今後の方向性について

協議し、事業の推進を図る。  
 

 
協働教育コーディネー
ター・指導員等  
 

 
 １月１５日  
合同庁舎  

 
家 
庭 
教 
育 

 
 
 
 

 
 
 

 
家庭教育担当者会議  
 
 

 
家庭教育支援に関する情報を共有し、相

互の連携を深め、協力しながら管内の家庭
教育の振興を図る。  

 
管内の家庭教育支援担
当者等 
 

 
８月２１日  
合同庁舎  

 
子育てサポーター養
成講座 
 
 

 
地域において、子育て中の親等に対し、

子育てや家庭教育について、気軽に相談に
乗ったり、アドバイスを行ったりする子育
てサポーターの養成を図る。  

 
地域において、子育
て支援・家庭教育支
援事業に協力できる
方、関心のある方  

 
５月３０日  
６月 ５日  
６月１３日  
合同庁舎  

 
「学ぶ土台づくり」圏
域別親の学び研修会  
 

 
第３期「学ぶ土台づくり」推進計画に基

づき、主に幼児を持つ親等が子育てについ
て学習し、意見交流を深めることで課題解
決を図り、幼児教育を考える場とする。  
 

 
保護者・幼児教育関
係者・地域社会関係
者・行政関係者  
 

 
村田町 ５月  
角田市 ５月  
白石市 ７月  

 
青 
少 
年 
教 
育 

 
 
 

 
 

 
青少年教育担当者  
会議 
 

 
青少年教育に関する情報を共有し、相互

の連携を深め、協力しながら管内の青少年
教育の振興を図る。  

 
管内の少年教育・青
年教育担当者  
 

 
５月２１日  

蔵王自然の家  
 

 
ジュニア・リーダー 
中級研修会  
 

 
ジュニア・リーダーとして必要な知識・

技能・態度を身に付けさせ、ジュニア・リ
ーダー活動への実践力を高めさせる。  

 
J・L 初級研修修了者  
 
 

７月６日～７日 
蔵王自然の家  

合同庁舎  

 
仙南青年文化祭  
（実行委員会全５回） 
 
 
 

 
仙南全域の青年の健全な文化活動と地域

青年の交流・親睦を深めるとともに、地域
住民との幅広い交流を通して青年活動の活
性化と、豊かで活力ある郷土社会の建設に
寄与する。  

 

 
管内の青年団体、サ
ークル及び青年活動  
グループ等  
 
 

 
２月２４日  
大河原町  

 
 

 
芸 
術 
文 
化 
・ 
文 
化 
財 

 
 
 
 
 
 
 

 
巡回小劇場  

 
 
 

 
県内の青少年に対し、優れた芸術文化を

身近に鑑賞する機会を提供し、豊かな情操
を養うとともに、青少年の豊かな人間形成
を図る。  
 

 
管内３市町  
 
 

 
白石市 
大河原町 
川崎町 

 
青少年劇場小公演  
 
 
 

 
県内の青少年に対し、優れた芸術文化を

身近に鑑賞する機会を提供し、豊かな情操
を養うとともに、青少年の豊かな人間形成
を図る。  

 
管内５市町  
 
 
 

 
蔵王町 七ヶ宿町 
村田町 柴田町 

丸森町 

 
文化財担当者会議  
 
文化財担当者等研修
会 
 
 

 
文化財保護の在り方についての情報交換

をとおし、管内の文化財行政の充実を図る。 
 文化財の保護行政にかかわる研修を通
し、担当者、文化財保護委員等としての資
質の向上を図る。  
 

 
文化財担当者等  
 
文化財担当者・関係
職員及び文化財保護
委員等 
 

 
６月１８日  
合同庁舎  

 １０月１８日  
大河原町  
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生 
涯 
ス 
ポ 
｜ 
ツ 

 
みやぎスポーツ DAY  
～ともにつながる、 
  スポーツで～  
 
 

 
住民のスポーツ活動への参加意欲を喚起

し、もって地域スポーツの振興に寄与する
とともに、生涯を通じてスポーツ・レクリ
ェーションに親しむ豊かな県民生活のより
一層の充実に資する。  

 
県民 
 
 
 

 
９月２３日  

グランディ２１  
宮城県 

総合運動公園  
 

 
 

 
研 
修 
会 
・ 
会 
議 
等 

 
 
 

 
 
 

 

 
社会教育主管課長等  
会議 
 
 

 
市町及び管内の社会教育の充実、振興策  

についての協議と情報交換を通し、管内  
の社会教育の推進を図る。  
 

 
管内の社会教育主管  
課長等 
 
 

 
４月２６日  

１２月１０日  

合同庁舎  

 
社会教育主管課長・社
会教育主事合同会議  

 
各市町及び管内の社会教育の充実、振興

策についての協議と情報交換を通し、管内
の社会教育の推進を図る。  

 
管内の社会教育主管
課長・社会教育主事  
 

 
４月２６日  

１２月１０日  
合同庁舎  

 
公民館等巡回訪問  
 
 

 
各市町の公民館を訪問し、実態を把握し、

管内の生涯学習・社会教育の振興、充実に
寄与する。  

 

 
管内の基幹公民館及
び希望する公民館  
 

 
１０月～１２月  

 
 

 
教育事務所社会教育
主事の訪問指導  
 

 
市町教育委員会の要請により、社会教育

に関する指導・助言を行う。  
 

 
市町教育委員会  
学校・幼稚園  
社会教育施設  
 

 
通  年  

 

 

（２） 大河原教育事務所管内社会教育関係団体への後援、協力事業 

領域 事 業 名  趣旨、内容等  参加対象等  期日、会場  

 
青年 
教育 

 
 
 

 
大河原教育事務所管内ジ
ュニア・リーダー 
交流研修会 

 
指導技術の向上と親睦を図り、会員相互の連

携を深め、これからの地域活動に役立つ資質を
養う。 

 
２市７町で活動してい
るジュニア・リーダー 

 
未 定 

 
 

 
スポーツ少年団交流会 

 
管内のスポーツ少年団の団員の交流と親睦

を図る。 

 
スポーツ少年団員 
 

 
未 定 

 
 

女性 
教育 

 
 
 

 
仙南地域婦連総会・研
修会 

 
管内婦人団体指導者の研修と親睦、交流を

図る。 

 
各市町の婦人団体 
指導者、会員 

 
４月１８日  

合庁 
 
宮婦連大河原ブロック研
修会 

 
講演、研究協議による指導者の研修と親睦、

交流を図る。 

 
各市町の婦人団体 
指導者、会員 

 
７月１６日  

合庁 

 
成人 
教育 

 
管内ＰＴＡ指導者意見交
換会 
 

 
講演、情報交換、実技等による単位ＰＴＡ指

導者の資質向上を図る。 

 
管内の小、中学校 
地区ＰＴＡ会長等 

 
未 定 

 

 
 
生 
涯 
ス 
ポ 
｜ 
ツ 

 

 
スポーツ推進委員等研修
会 

 
実践発表と実技研修をとおし、社会体育指導

者の資質の向上を図る。 
 
 

 
各市町のスポーツ推進
委員・スポーツ指導者
等 

 
未定 

 
 

 
第２回  スポーツ推進
委員等研修会  

 
実技研修をとおし、社会体育指導者の資質の

向上を図る。 
 
 

 
各市町のスポーツ推進
委員・スポーツ指導者
等 

 
２月中 

 

 
研 
修 

 

 
社会教育主事研究協議会 
 

研修委員会  

 
管内の社会教育推進と社会教育主事として

の資質向上を図る。                    
 
研修テーマを設定し課題解決の方法を探る。 

 
管内の社会教育主事 
 
 
 

村田町、 
丸森町、 
川崎町、 
大河原町 合庁 
角田市、 
年３回・９回 
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※R02～R04の　青年文化祭・推進大会についてはR01.10.12　台風のためにローテーションを変更した。

R09

柴田町

蔵王町

大河原町

七ヶ宿町 丸森町 蔵王町

白石市蔵王町 大河原町

大河原教育事務所（合同庁舎）

研究協議会全体研修会（合同庁舎）

伊具郡柴田郡

柴田町 蔵王町 蔵王町 丸森町

川崎町

白石市

村田町

丸森町

丸森町

角田市

川崎町 （川崎町）

大河原町

川崎町

大河原町

白石市 角田市 蔵王町

蔵王町 七ヶ宿町 大河原町

角田市 角田市
刈田郡
蔵王町

刈田郡
蔵王町

白石市

白石市 角田市

蔵王町 川崎町

角田市

白石市

白石市
伊具郡
丸森町

村田町

柴田町
蔵王町
【中止】

川崎町
【中止】

丸森町 角田市 村田町

柴田町

丸森町 丸森町 柴田町 柴田町 白石市 白石市

丸森町

七ヶ宿町 村田町 村田町

七ヶ宿町 角田市

柴田町

角田市 （柴田町）

伊具郡
丸森町

蔵王町 蔵王町 村田町 村田町

未定

七ヶ宿町 丸森町

角・村・柴

角田市 村田町川崎町 蔵王町 大河原町 白石市

大崎市他 白石市（斎川） 名取市
（那智が丘）

川西町 研修会(合庁）

Ⅳ　大河原教育事務所管内関係団体事務局等一覧

村田町

角田市 蔵王町 七ヶ宿町

6月

7月

8月

9月

4月

R01 R02 R03

巡回小劇場

青少年劇場小公演

川崎町
村田町
【中止】

角田市

R01 R02

白・大・川
蔵・七・丸

角・村・柴
白・大・川

蔵・七・丸
角・村・柴

大河原地区社会教育主事
研究協議会月別開催地

研究協議会事務局は、会長所在地とする。

川崎町

仙南青年文化祭 大河原町

蔵・七・丸 白・大・川 角・村・柴

R03 R04 R05

5月

丸森町

蔵・七・丸 白・大・川

白・大・川
蔵・七・丸

角・村・柴
白・大・川

R06

蔵・七・丸
角・村・柴

大河原教育事務所（合同庁舎）

白石市

R0８

丸森町

R07

蔵・七・丸

角・村・柴
白・大・川

角・村・柴

10月

村田町 村田町

管内社会教育委員連絡協議会

仙南公民館連絡協議会

12月

1月

2月

3月

11月

主管課長会　会長

副会長

仙南地域婦人団体連絡協議会
（２市３郡地域婦人団体

連絡協議会）
事
務
局
担
当

文化財担当者研修会

スポーツ担当者研修会

管内郡市町ＰＴＡ連絡協議会
（事務局校）

角田市 村田町

仙南文化協会連絡協議会

スポーツ少年団連絡協議会

スポーツ推進委員協議会

仙南子ども会育成会連絡協議会

研修委員会のみ大河原教育事務所（合同庁舎）

社会教育推進大会開催地

蔵王町
（宮中）

白刈 柴田郡
角田市

（角田中）
伊具郡

（舘矢間小）
刈田郡

（永野小）

柴田町

七ヶ宿町 七ヶ宿町 角田市 角田市 村田町 （村田町）

柴田町 蔵王町

角田市

仙南地域体育協会連絡協議会

Ⅲ　大河原教育事務所管内事業開催地

村田町

角田市

白石市

（蔵王町）

村田町

村田町

大河原教育事務所（合同庁舎）

角田市

丸森町

柴田町

（柴田町）

大河原町 柴田町

（蔵王町）

七ヶ宿町 丸森町 柴田町 川崎町

大河原町 白石市 角田市 柴田町

七ヶ宿町

研修委員会のみ大河原教育事務所（合同庁舎）

大河原町

大河原町

川崎町

村田町

七ヶ宿町

七ヶ宿町蔵王町白石市 角田市

丸森町

柴田町

白石市

大河原町

柴田町

開　　　　催　　　し　　　な　　　い

柴田町 川崎町 蔵王町

R04 R05 R06

白・大・川
蔵・七・丸

七ヶ宿町

R07 R0８

蔵王町柴田町

R09

川崎町

白・大・川

蔵・七・丸
角・村・柴

大河原町

（蔵王町）

柴田町

白石市

角田市

（柴田町）（大河原町）（大河原町）

川崎町

角田市

（蔵王町）

七ヶ宿町

伊具郡
丸森町

（柴田町）

村田町

角田市

川崎町

角田市
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Ⅴ　管内の主な社会教育施設一覧

市 町 名 施    　　 設    　　名 開放 住        　　 所 電話0224

白石市中央公民館 白石市字寺屋敷前２５－６ 26-2453

白石市図書館 白石市字亘理町３７－１ 26-3004

古典芸能伝承の館（碧水園） ○ 白石市南町二丁目1-13 25-7949

あしたば白石 白石市新館町１－２１ 25-5095

白石市スポーツセンター 白石市東町一丁目６番１号 25-1536

白石城・歴史探訪ミュージアム ◎ 白石市益岡町１－１６ 24-3030

文化体育活動センター（ホワイトキューブ） ◎ 白石市鷹巣東二丁目１－１ 22-1290

若林弁天パーク（白石市グラウンドゴルフ場） 白石市大鷹沢大町字若林地内 26-6090

角田市市民センター 角田市角田字牛舘１０ 63-2221

角田市図書館 角田市角田字牛舘１０ 63-2223

総合体育館（陸上・野球等） 角田市枝野字青木１５５－３１ 63-3771

角田市屋内温水プール 角田市枝野字青木１５５－７５ 61-1212

角田市郷土資料館 ○ 角田市角田字町１７ 62-2527

角田市スポーツ交流館 角田市枝野字青木１５５－２０ 63-3440

蔵王町ふるさと文化会館(ございんホール) 蔵王町大字円田字西浦５ 33-2018

蔵王町立図書館 蔵王町大字円田字西浦５ 33-2018

蔵王町総合運動公園 蔵王町大字曲竹字河原前１－６１ 33-3388

小野さつき訓導遺徳顕彰館 蔵王町宮字井戸井３３ 32-2004

蔵王町Ｂ＆Ｇ海洋センター 蔵王町大字曲竹字河原前１－６１ 33-3388

七ヶ宿町公民館 七ヶ宿町字関１２６ 37-2195

水と歴史の館 ◎ 七ヶ宿町字上野８－１ 37-2739

活性化センター 七ヶ宿町字関９４ 38-1211

大河原町中央公民館 大河原町字町１９６ 53-4050

大河原町金ケ瀬公民館 大河原町金ケ瀬字原８８ 52-6635

大河原町総合体育館 大河原町字小島１－７ 53-1010

東部屋内運動場・東部グラウンド 大河原町大谷字山下４４ 53-7505

大河原町駅前図書館 大河原町大谷字町向１２６－４ 51-3330

大河原公園多目的広場・テニスコート 大河原町字緑町３０ 53-8780

おおがわら千本桜スポーツパーク パークゴルフ場 大河原町大谷字中川原４３ 87-6888

村田町中央公民館 村田町大字村田字西田２８ 83-2023

村田町歴史みらい館 ○ 村田町大字村田字迫８５ 83-6822

村田町民体育館 村田町大字村田字塩内２ 83-4729

槻木生涯学習センター 柴田町槻木下町三丁目１－６０ 56-1997

船岡生涯学習センター 柴田町大字中名生字西宮前４９ 59-2520

船迫生涯学習センター 柴田町西船迫三丁目３－１０４ 57-2011

船岡公民館 柴田町船岡東一丁目２－６５ 55-2030

船迫公民館 柴田町東船迫一丁目８－１ 56-5128

社会教育施設等の無料開放事業【AZ９パスポート事業】
◎パスポート対象施設　　○常時無料開放施設　　空欄対象外施設

白 石 市

角 田 市

蔵 王 町

七ヶ宿町

大河原町

村 田 町

柴 田 町柴 田 町
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市 町 名 施    　　 設    　　名 開放 住        　　 所 電話0224

西住公民館 柴田町大字船岡字大住町13-1 52-4101

柴田町農村環境改善センター 柴田町大字入間田字外の馬場220 56-4777

しばたの郷土館（産業展示館を含む） ○ 柴田町船岡西一丁目６－２６ 55-0707

柴田町図書館 柴田町船岡西一丁目６－２６ 86-3820

柴田町図書館　槻木分室 柴田町槻木下町三丁目１－６０ 87-8290

船岡体育館 柴田町船岡南二丁目２－３４ 55-1544

槻木体育館 柴田町槻木下町二丁目６－１９ 56-4367

柴田町総合運動場 柴田町大字上名生字明神堂26-1 57-2514

川崎町公民館 川崎町大字前川裏丁１７５－２ 84-2311

川崎町Ｂ＆Ｇ海洋センター 川崎町大字川内字北川原山９２ 84-2277

まるもりふるさと館 ○ 丸森町字鳥屋８３－１ 72-2631

町立金山図書館 丸森町金山字下前川原１７ 72-1121

蔵の郷土館「齋理屋敷」 ◎ 丸森町字町西２５ 72-6636

視聴覚教材センター（あずなびあ） 大河原町字小島１－１ 52-3433

仙南芸術文化センター(えずこﾎｰﾙ) 大河原町字小島１－１ 52-3004

Ⅵ　その他の施設一覧
市 町 名 施    　　 設    　　名 開放 住        　　 所 電話0224

国立花山青少年自然の家　南蔵王野営場 白石市福岡深谷字白萩山３９ 24-8126

こじゅうろうキッズランド 白石市福岡長袋字八斗蒔３８－１ 26-8178

スペースタワー・コスモハウス ○ 角田市角田字牛舘１００ 63-5839

角田中央公園交通公園 ○ 角田市枝野字青木１５５－３１ 63-3771

蔵 王 町 みやぎ蔵王こけし館（蔵王町伝統産業会館） ◎ 蔵王町遠刈田温泉字新地西裏山36-135 34-2385

南蔵王やまびこの森キャンプ場 七ヶ宿町上ノ平２９ 37-2134

きららの森オートキャンプ場 七ヶ宿町字侭の上１２９ 37-3111

BooK&Cafe　こ・らっしぇ 七ヶ宿町字諏訪原１１－１５ 26-6891

街道HOSTEL　おたて 七ヶ宿町字町裏８１ 26-8877

道の駅村田（村田町物産交流センター） 村田町大字村田字北塩内４１ 83-5505

民話の里「ふるさとおとぎ苑」 ○ 村田町大字小泉字肰石２ 83-4140

柴田町太陽の村 ○ 柴田町大字本船迫字上野４－１ 56-3970

柴田町観光物産交流館　さくらの里 柴田町大字船岡字舘山９５－１ 87-7101

柴田町まちづくり推進センター“ゆる.ぷら” 柴田町大字上名生字新大原１９４－１ 86-3631

るぽぽの森  川崎町大字今宿小屋沢山３９ 84-6611

エコキャンプみちのく 川崎町川内向原２５４ 84-6633

釜房ダムふれあい学習資料館 ○ 川崎町大字小野字大平山１０－６ 84-2171

丸森まちづくりセンター 丸森町字鳥屋１２０ 72-1683

不動尊公園キャンプ場 丸森町字不動６４－１ 72-2646

白 石 市

川 崎 町

丸 森 町

仙南広域

柴 田 町

※他にもＡＺ９パスポート対象施設あり。

川 崎 町

丸 森 町

角 田 市

七ヶ宿町

村 田 町

柴 田 町
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管内 市町村 小学校 中学校 高校 支援学校 私学・無所属 計

大河原 白石市 2 1 3

角田市 1 2 3

七ヶ宿町

蔵王町 1 1

大河原町 1 3 2 6

柴田町 3 1 1 5

村田町 1 2 3 6

川崎町

26 丸森町 2 2

仙台 松島町 1 1

利府町 1 1

塩竈市 2 3 1 6

七ヶ浜町 1 1

多賀城市 1 1 2

名取市 2 2

岩沼市 3 1 1 5

亘理町 1 1 2

山元町

大衡村

大郷町

大和町 1 1

25 富谷市 3 1 4

1 1

16 14 15 1 6 52

　　　　　Ⅰ　児童生徒の心のサポート班　 令和６年度年間活動計画 
１ 心のケア・いじめ・不登校等の支援を必要とする児童生徒や保護者，学校への訪問、来所等による個別相談に関すること。
２ 子ども総合センターをはじめとした関係機関等との連携・調整及び地域の連携体制の構築に関すること。
３ 市町村等が設置運営する教育支援センター（みやぎ子どもの心のケアハウス）との連携・運営支援に関すること。
４ フリースクール等民間施設との連携や情報共有を行うなど、不登校児童生徒への支援ネットワーク構築に関すること。
５ 地域にある支援団体との関係構築・連携を図るなど、若者支援の充実に関すること。
６ その他，震災に起因する児童生徒の心のサポート（震災による遺児・孤児への支援を含む）に関すること。

 ○子ども総合センターとの事例検討会
 ○県児童生徒支援ネットワーク連絡会議
 ○けやき教室・教育支援センター（子どもの心のケアハウス）等情報交換会
 ○スクールロイヤー事業連絡協議会
 ○スクールソーシャルワーカー運営協議会

Ｒ６年度継続相談ケース

 ○個別ケースでの学校訪問
 ○ケース会議等「アセスメント」サポート訪問

関係機関

 ○各課室（高校教育課、特別支援教育課、保健体育安全課、子ども・家庭支援課、総合教育センター、子ども総合センター）
 ○教育事務所（仙台）
 ○児童相談所（中央）
 ○けやき教室（仙南）
 ○教育支援センター（みやぎ子どもの心のケアハウス）
  　大河原管内（白石市、蔵王町、大河原町、柴田町、村田町、川崎町、角田市、丸森町、七ヶ宿町）
  　仙台管内（塩竈市、利府町、松島町、多賀城市、七ヶ浜町、名取市、岩沼市、亘理町、山元町、大和町、富谷市、大郷町大衡村）
 ○フリースクール等民間施設
 ○若者生活相談支援機関、若者就労支援事業所

訪
　
　
　
問

学　　校

広　　報

主な支援活動

対　　象  ○大河原・仙台教育事務所管内市町村

 ○各教育事務所管内全市町村の学校、保護者へのリーフレットの配布
 ○各市町村教育委員会への事業説明
 ○各教育事務所校長会議・教頭会議での事業説明
 ○各教育事務所の生徒指導研修会等での事業説明
 ○関係機関、支援団体、医療機関、民間施設訪問でのリーフレットの配付

 ○プロジェクトチーム・サポート班合同会議
 ○心のケア・いじめ対策・不登校児童生徒等支援チーム合同会議
 ○心のケア・いじめ対策・不登校児童生徒等支援チーム幹事会・推進委員会

PT・SP会議

会議・研修会等

 ○大河原管内校長会議
 ○大河原管内教頭会議
 ○大河原管内生徒指導主事等研修会
 ○大河原管内児童生徒支援支援ネットワークセンター連絡会議
 ○仙台管内児童生徒支援ネットワークセンター連絡会議
 ○大河原管内中学校・高等学校生徒指導連絡協議会
 ○大河原管内教育支援センター（子どもの心のケアハウス）スーパーバイザー等連絡協議会
 ○大河原圏域子ども・若者支援地域協議会実務担当者部会
 ○仙台圏域子ども・若者支援地域協議会実務担当者部会
 ○福祉部局主催研修会（県、各市町村）

 ○アウトリーチで対応

相
談
対
応

継続ケース

移動相談

計

　　仙台市　　１

※令和６年２月２９日現在
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【児童生徒の心のサポート班】

■相談１ 「この先どうなるの？」－登校についての相談

理由も分からない、明日は学校に行くのか分からない、分からないことだ
らけの対応。このまま何年も引きこもってしまうのではないか。不安な毎日を
過ごすより、一緒に考えてみませんか。

■相談２ 「どう関わったらいいの？」－発達に関する相談

集中力の問題？飽きやすい性格？授業に集中できない。言うことを聞か
ない。一緒にお子さんへの適切な関わり方を考えてみませんか。

■相談３ 「どこに相談したらいいんだろう？」－支援機関の紹介

この程度で相談していいの？どこに相談したらいいんだろう？サポート班
が対応するだけではなく、相談内容に応じて適切な機関を紹介します。

様々なご相談に対応します！

児童生徒の心のサポート班に
お子さんの様々なお悩みをご相談ください

◎まずはお電話で！

住所： 〒989-1243 柴田郡大河原町字南129番1号（宮城県大河原合同庁舎内）

児童生徒の心のサポート班（大河原教育事務所内）

連絡先 ：０２２4－86－3911(直通) 平日9:00～17:00

心理の専門家
（臨床心理士等）

児童生徒の心理・発達をサポート

教育の専門家
（指導主事等）

学校の組織的対応をサポート

福祉の専門家
（社会福祉士等）

児童生徒の環境改善をサポート

心理職 教育職 福祉職

【児童生徒の心のサポート班】

相談場所（大河原）が遠いのですが，
どうすればいいですか？

Q
A

■学校からの相談にも応じています
［これまでの相談例］

・登校に心配がある児童生徒への関わり方
や支援方法を相談したい。

・ケース会議等で専門的な立場から助言を
受け、児童生徒の支援を考えたい。
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詳しくは児童生徒の心のサポート班まで問い合わせください

宮城県教育委員会

児童生徒の心のサポート班
（東部教育事務所内）

0225-98-3341
〒986-0850
石巻市あゆみ野五丁目7番地

児童生徒の心のサポート班
（大河原教育事務所内）

0224-86-3911
〒989-1243
柴田郡大河原町字南129-1

福祉の専門家
（社会福祉士等）

心理の専門家
（臨床心理士等）

児童生徒の心のサポート班に
オンライン相談が加わりました

児童生徒の心のサポート班

対面相談
（来所・訪問）

電話による
受付

オンライン
相談

オンライン
による受付

来所や訪問，電話，オンラインによる相談を行いながら支援
をしていきます。

受け付けた内容を心のサポート班内で共有し，初回面接の日程や対応者等
を調整した上で，相談者に折り返し連絡します。

電話による受付

初 回 面 接

継 続 支 援

お電話で，簡単に状況をお伺いします。
希望があればオンラインに切り替えます。

来所または訪問にて，悩みや困り事等，詳細な相談内容と
オンライン相談の希望をお伺いします。

相談内容をもとに，心のサポート班で検討し，日時やオンライン可能かどうか
相談者にお知らせします。

オンラインの利用には条件があります
・Google Meetを使用します。
・通信料は，相談者の負担になります。
・相談内容の録音や録画，画面の撮影は禁止です。
・プライバシーが守られる適切な相談環境が必要です。

希
望

希
望

教育の専門家
（指導主事等）
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令和６年度 教育支援センター（みやぎ子どもの心のケアハウス）と 

                  児童生徒の心のサポート班の連携について 

 

１ 目 的   不登校児童生徒の増加と教育機会確保法の制定により、教育支援センター（みや

ぎ子どもの心のケアハウス）（以下教育支援センターとする）についてはニーズが高

まり、その役割が大きくなっている。また，教育支援センターが地域の教育支援セ

ンターとしての機能を果たすため、今後一層の機能拡充が求められていることから、

児童生徒の心のサポート班によるアセスメントを中心としたケアハウスへの支援を

推進するため。 

 

２ 対 象 大河原教育事務所管内  ８カ所 

仙台教育事務所管内  １５カ所  計２３カ所 

 

３ 内 容 

（１）定期的な情報交換会の開催 

サポート班員が各市町村教育支援センターを訪問し、互いにかかわっている不登校児

童生徒の状況等について情報交換を行う。【４月、６月、１０月】 

（２）アセスメントの実施 

教育支援センターが関わっている児童生徒や保護者への対応の中で、特に対応に苦慮

しているケースについては、当班の教育職、心理職及び福祉職がアセスメント（見立て）

を行うことができることを伝え、ケース会議等に参加する。また支援方針の内容よって

は、当班の相談につないでもらう。 

（３）情報交換会等への参加 

県教委主催       けやき教室教育支援センター等情報交換会【９月、２月】 

  〃         児童生徒支援ネットワーク連絡会議【６月、２月】 

大河原教育事務所主催  教育支援センターＳＶ等連絡協議会 【８月】 

      〃         地域児童生徒支援ネットワーク連絡会議【６月、２月】 

仙台教育事務所主催   地域児童生徒支援ネットワーク連絡会議【６月、１２月】 等 

 

４ 期待される連携の姿 

ケアハウスとの定期的な情報交換を行うことにより， 

（１）各市町村の小中学校の生徒指導状況をより把握しやすくなる。 

（２）教育支援センターに通う児童生徒等のアセスメントを一緒に行うことができるようにな

る。状況によっては、保護者の申し出により、面接を当班が担っていくことも可能となる。  

（３）学校や教育支援センターから保護者に児童生徒の心のサポート班を紹介することで、相

談受付や対応、その後の支援の連携がより円滑に行えるようになる。 

（４）教育支援センターから地域的特色や傾向、学校の情報が共有できるようになる。 

 

５ その他 

訪問の方法やサイクルは、各ケアハウスの実情に合わせた形を取るようにする。 
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Ⅰ 総務班重点事項 

 

 

１ 新任事務職員等の育成 

   管内ではここ数年、新規採用者や県立学校等からの異動により、初めて小・中学校   
の事務を経験する者が配置され、初任者層が多くなる状況にあることから、新任事務   
職員等を対象とした体系的な研修を実施する必要がある。 

   そのため、新任事務職員等の実務能力と資質の向上を図る研修会の開催を通して、   
人材の育成に努める。 

   
（１）管内新任事務職員等実務研修会の開催（年４回） 

   （２）管内新任事務職員等配置校の訪問指導 
   ※新任者、採用２年未満の者、県立学校等からの異動で初めて小・中学校の事務を 

経験する者等初任者層を対象とする 
 
 

２ 適切な事務処理の推進 

   学校事務は、学校経営の中で不可欠で重要な部分を占めており、より一層の適切な 
事務処理が求められている。 

   そのため、審査会等において、指導・助言を行うことにより、適切な事務処理の推 
進に努めるとともに、事務指導や諸会議等を通して、管理職への啓発を図る。 
 

   （１）管内公立小・中学校事務共同実施連絡協議会の開催（年２回） 

   （２）諸手当事後確認審査会等の開催 

   （３）市町教育委員会との共催による学校事務指導の実施 

   （４）管内学校事務共同実施事務支援室訪問 

   （５）管内学校事務共同実施実務研修視察の開催 

 

 

３ 情報の発信・提供の推進 

   学校教育における状況の変化に対応し、円滑で適正な学校事務が推進できるよう、   
収集した情報を整理し、有効な情報の効果的・効率的な発信・提供に努める。 

   また、教育事務所の業務を体験する「オープンオフィス」を開催し、小中学校以外の 
業務に接することで管内事務職員の資質向上を図る。 

  
（１）効果的・効率的な情報発信・提供の推進 

   （２）事例の紹介などによる管内事務職員間の情報共有化 
   （３）大河原教育事務所オープンオフィスの開催 
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（令和６年度）

経理関係 総務関係

上旬
人事異動に伴う給与関係事務処理
旅費実績額調

人事異動に伴う共済組合関係事務処理
社会保険・雇用保険加入事務処理

会計年度任用職員年間計画提出

共済組合等施設利用券等配布

時間外勤務手当実績額調

上旬
旅費実績額調
初任研等旅費所要額調

中旬

下旬 期末勤勉手当報告

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬 諸手当事後確認審査会

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬 時間外勤務手当所要額調

下旬 共済組合被扶養者資格確認

上旬 旅費所要見込額調

中旬

下旬

上旬
期末勤勉手当報告
旅費所要見込額調・初任研等旅費所要額調

中旬 年末調整審査会

下旬

上旬
時間外勤務手当所要額調
旅費所要見込額調

中旬

下旬 再年末調整報告

上旬 旅費所要見込額調

中旬

退職手当請求関係事務処理

旅費所要見込額調

中旬

下旬

旅費所要見込額調

中旬 初任研等旅費所要額調

下旬 異動関係書類提出

下旬

下旬

管内公立小・中学校事務共同実施連絡協議会①
管内小・中学校学校事務指導実施事前説明会

上旬

上旬

下旬

管内小・中学校事務指導（～１０月）
管内学校事務共同実施事務支援室訪問（～１２月）

管内新任事務職員等実務研修会④

12

1

2

管内新任事務職員等実務研修会①

管内公立小・中学校事務共同実施連絡協議会②

中旬

Ⅱ　総務班業務計画

新任事務職員等配置校訪問（～下旬）

月

4

5

6

大河原教育事務所オープンオフィス②

管内新任事務職員等実務研修会②

3

8

9

10

11

管内学校事務共同実施実務研修視察

管内新任事務職員等実務研修会③(仙台教育事務所と共催）

7

大河原教育事務所オープンオフィス①
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https://drive.google.com/drive/folders/1jJCUNmYOHpDOllbb-O_nZVM2ciYxAHMY?usp=drive_link 
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◎ 管内市町教育委員会 

Ｎｏ 市町教育委員会 所  在  地 
電話番号 

ＦＡＸ番号 

１ 白石市教育委員会 
〒989-0276 

白石市大手町１－１ 

0224-22-1341 

0224-22-1345 

２ 角田市教育委員会 
〒981-1505 

角田市角田字大坊 41 

0224-63-0130 

0224-63-4884 

３ 蔵王町教育委員会 
〒989-0821 

刈田郡蔵王町大字円田字西浦北 10 

0224-33-3008 

0224-33-2019 

４ 七ヶ宿町教育委員会 
〒989-0512 

刈田郡七ヶ宿町字関 126 

0224-37-2112 

0224-37-2203 

５ 大河原町教育委員会 
〒989-1295 

柴田郡大河原町字新南 19 

0224-53-2742 

0224-53-3818 

６ 村田町教育委員会 
〒989-1305 

柴田郡村田町村田字西田 28 

0224-83-2037 

0224-83-3385 

７ 柴田町教育委員会 
〒989-1692 

柴田郡柴田町船岡中央 2-3-45 

0224-55-2134 

0224-55-2132 

８ 川崎町教育委員会 
〒989-1501 

柴田郡川崎町前川字裏丁 175-1 

0224-84-2308 

0224-84-5728 

９ 丸森町教育委員会 
〒981-2192 

伊具郡丸森町字鳥屋 120 

0224-72-3035 

0224-72-3043 

１０ 
仙南地域広域行政 

事務組合教育委員会 

〒989-1267 

柴田郡大河原町字小島 1-1 

0224-52-3433 

0224-51-1130 

 

 

 

◎ 宮城県大河原教育事務所 

〒９８９-１２４３ 

 宮城県柴田郡大河原町字南１２９-１ 

 宮城県大河原合同庁舎４階 

  TEL  0224-53-3111（電話代表） 

       0224-53-3926（総務班直通） 

       0224-86-3911（児童生徒の心のサポート班直通） 

FAX   0224-53-3137 

E-mail：okkyoz@pref.miyagi.lg.jp         (代表メール） 

    okkyozg@pref.miyagi.lg.jp       （総務班） 

    okkyozk@pref.miyagi.lg.jp        (教育学事班) 

        okkyoz-shido@pref.miyagi.lg.jp   (指導班) 

        okkyoz-support@pref.miyagi.lg.jp (児童生徒の心のサポート班) 

URL:  https://www.pref.miyagi.jp/site/ogawara-kyoz/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

mailto:okkyoz@pref.miyagi.lg.jp
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